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スポーツの宮様として親しまれた秩父宮殿下の日本スポーツ界
へのご功績を記念して、昭和３４（１９５９）年に開館した世界でも珍し
い本格的スポーツ博物館である。日本が初めてオリンピックへ参
加した「第５回ストックホルム大会」から現在に至るまでの資料。

や ぶ さ め け まり

古くは、スポーツという言葉が日本に入る前の「流鏑馬」「蹴鞠」
「相撲」や「武術用具」の紹介。秩父宮殿下ご愛用のスポーツ用
具の展示。ほか全館に日本のスポーツ発達史が一目でわかるよ
う、資料を収集、保存、公開している。
表紙写真＝１９６４年開催の東京オリンピックに使用した聖火リレー

のトーチ
左 写 真＝秩父宮殿下ご愛用のスポーツ用具やご下賜品を展示し

た遺品室
資料提供：「秩父宮記念スポーツ博物館」／写真と文 関根正行
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常日頃より東京都学校歯科医会にご高配を賜りまして、心より御礼申しあげます。現在の執

行部になって４年が経過致しました。昨年４月より一般社団法人となりまして戸惑いもござい

ましたが、学術部門、事業部門、両部門共かなりの成果が上げられたと自負しております。

学術部門におきましては、２年間にわたり調査研究をして参りました食育、特に味覚に関す

る冊子が上梓できる運びとなりました。都内における幼稚園、小学校、中学校、高等学校、特

別支援校において大規模な味覚調査を行い、精査・考察致しました。当然のことながら完成に

至りますまでに多くの方々のご援助を頂きました。解剖学においては東京歯科大学解剖学講座

阿部伸一教授に、味覚の基礎知識およびデータの解析に関しては東京歯科大学生理学教室の田

﨑雅和教授ならびに澁川義幸講師にお願い致しました。また、お茶の水女子大学栄養学の先生

方には、栄養学的考察や世界各国の食生活事情などもご紹介をして頂きました。この一冊はこ

れからの食育・味覚教育のバイブルとなるものと思っております。

事業部門では各種表彰を例年通り行うことが出来ました。その中でも昨年度より始めました

「東京都学校歯科保健功労者表彰」は今年も大変好評でした。これは学校歯科保健にご尽力頂

いております学校歯科医のまわりにおられて、学校歯科保健組織活動に手を差し伸べて頂いて

おります諸先生方のお蔭と深く感謝申し上げます。第４８回東京都学校歯科保健研究大会には皆

様方より沢山の賛美のお言葉を頂戴致しました。この大会始まって以来初めて下村博文文部科

学大臣にご来会頂きまして、ご祝辞を頂き、大好評でした。特別講演には雅楽奏者の東儀秀樹

氏にお願い致しましたが、これもまた多くの賛美を頂戴致しました。また、杉並高校吹奏楽部

１００名余による演奏は大変迫力があり、文京シビックホール大ホールの観客を魅了されました。

私たちの学校歯科保健活動は頂上の存在しない山登りと思っております。倦まずたゆまず登

り続けたいと思っておりますが、それには皆様方のお力添えが不可欠であります。これからも

私たち東京都学校歯科医会にご尽力賜りますようお願い申しあげます。

巻 頭 言

「お力添えを」

一般社団法人 東京都学校歯科医会

会 長 川本 強
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はじめに
機能の発達とは、胎生期の咀嚼、授乳の練習か
らすべてが始まります。そして出生後の授乳、歯
の萌出に伴う離乳など、歯の萌出の推移と機能の
発達は大きく関係しています。乳歯列には、６歳
になると「６歳臼歯」と呼ばれる始めての大人の
歯：永久歯が萌出し加わり、１２歳前後に永久歯列
が完成します。この約６年間は永久歯が萌出する
ということだけでなく、歯の萌出とともに上下の
顎が大人の形に近づき、姿勢の一部である「顎
位」を決めていくための最も重要な成長の時期で
す。この時期に正しく「嚙む」「飲む」ことを習
得することによって、実は正しい姿勢を身につけ
ることにもつながるのです。
本講演では、最近演者が口腔機能を中心にまと
め発行した著書である「口腔からウエルエイジン
グ（クインテッセンス出版）」（図１）の内容を主
に紹介させていただきました。本書の目的は、口
腔機能について一般の方に説明（図２）できるよ
うなイラストを多用したところにあります。
本稿では講演時に解説を行ったいくつかの内容
について解説します。

１．口唇の役割
われわれは食事の際、適量を噛み切り、口の中
に入れます。この動作の主役は言うまでもなく「前
歯」ですが、前歯だけでは実はうまく適量を口に
運ぶことができません。アンパンのような固形食
物であれば問題ないのかもしれませんが、リンゴ

のような固形＋水分が含まれた食物は、噛み切っ
た時に、唇が口の中から水分がこぼれないように

じょうしん か

必要です。唇は上下にありますので「上唇」「下
しん

唇」と呼びます。
質問：「唇とはどこですか？」⇒回答：「赤い

部分」
「唇とはどこですか？」と聞かれれば多くの人
は「赤い部分です」と答えるかもしれません。し
かし、この回答は間違いです。赤い部分だけを正

平成２５年度学校保健（学校歯科医）研修会 平成２５年１２月５日（木）

幼児・学童期における
機能解剖学的基礎知識
―咀嚼・嚥下機能、味覚の獲得―

東京歯科大学解剖学講座
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

教授 阿 部 伸 一

図１ 口腔からウェルエイジング
（クインテッセンス出版）
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せきしん

確には「赤唇」と呼びます。赤唇は、上皮が角化
していなく、毛細血管が上皮付近まで入り込み、
血液が透けて見えるため、赤くなっているので
す。貧血の際など赤唇の赤みがなくなる（チア
ノーゼ）のはそのためです。
鼻の下の端の両側に深い溝があります。鼻から

び しんこう

唇へ溝が走るため、この溝の事を「鼻唇溝」（図
３a）と呼びます。上唇とは鼻の下を指し、鼻唇
溝から内側の部分すべてです。その外側が？で
す。「唇から毛（ヒゲ）が生える。」と言う人がい
たとします。なんとなくピンとこないかもしれま
せんが、その人が言っていることは、実は間違い
ではないのです。
では下唇はどこまでか頰下顎の中央部の骨は左
右に２つ骨の高まりがあります。このあたりを「オ
トガイ」と呼ぶため２つの高まりを「オトガイ結
節」と呼びます。白人は特に高く、アゴが割れた
ように見える場合もあります。この２つの高まり
のやや上部に「オトガイ唇溝」という、横に走る

溝があります（図３b）。まさしく、オトガイと
下唇を分ける溝（オトガイ唇溝）という意味でつ
いた名ですので、この溝から上が下唇ということ
になります。
くちびる

唇は、やわらかくておいしそうなら多めの一
口、硬くて噛むのが疲れそうな少なめの一口、と
いう具合に etc…。これから噛むことを想定した
振り分け作業を、最初の扉で行ってくれているの
です。

２．口腔の構造
われわれは食事の際、適量を口に入れ、噛んで
います。前歯で食物の一部を噛み切り、舌や頰で
奥歯の上に食物を乗せ、そして「噛む」。そして
それを繰り返します。よく考えると、きわめて複
雑な動作をほとんど無意識に行っていることがお
わかりいただけると思います。この一連の動作に
は顔に備わる多くの部位が関与しています。
「口腔とは何か？」
食物が口の中に入り、一端とどまり、「噛む」
事が始まります。この作業は口腔という広い空間
で行われます。鏡で口腔を覗いたり、舌先で自分
の口腔内を触ってみてください。歯と歯を支える

図３ 上唇、下唇の役割
食物を噛み切る際、上唇・下唇は適量を噛み切り、
水分をこぼさないための役割を担います。鼻唇溝
（a）から内側が上唇で、外側は頰です。また、オト
ガイ唇溝（b）までが下唇です。リップを塗る赤い部
分は赤唇といい、角化していないため赤く見える部分
です。赤唇はあくまで口唇の一部です。

図２ 一般の方に説明するためのツールとして活用し
ていただく書籍
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あご

骨、骨を包む硬い粘膜、上の顎から下の顎をカー
ほお

テンのようにつなぐ頰の柔らかい粘膜。これらの
様々な構造物で口腔という空間が作られていま
す。この空間が「噛む」ための舞台なのです。
マンション、ビル、一戸建て etc…ような建物
にも建物の構造を維持する土台があります。それ
らは木の柱、鉄骨、鉄筋コンクリートなどです。
地球上に存在する多くの立体的な構造物には、地
球の重力に対抗して構造を維持するための土台が
必要なのです。われわれの体も例外ではなく、そ
の土台は骨です。２００ あまりの骨が様々な結合様
式で「骨格」、すなわち、その人固有の体の形を

じんたい

作っています。そして周囲の筋、靭帯が骨格を維
持します。このような骨格筋を「抗重力筋」と呼
ぶ場合があります。

とうがいこつ

人の顔の骨格である頭蓋骨はバラバラにしてみ
ると２３個に分かれます。種類は１５種類で、左右に
同じ形の骨がある場合は「１種類で２個」とな
り、全体では「１５種２３個」で構成されています。

あご がっこつ くい

歯は上下の顎の骨、すなわち顎骨に杭を打ったよ
うに植立しています（図４）。しかし、歯は硬い
骨（歯槽骨）で固定されており「噛む」度に骨に
深く埋もれていく事はありません。この歯の周囲

し にく

の骨を歯肉と呼ばれるやや硬い粘膜が覆っている
のです。

３．口腔の機能
１）唇は筋肉で動いている
食事のたびに、口唇は大活躍します。ここで
は、口唇がなぜこんなに動いて形を変化させるこ
とができるのかについて、説明します。人体各部
は筋肉によって動きます。筋肉というと力こぶの
できる腕などの筋肉を思い浮かべるかもしれませ
ん。しかし、例えば筋肉の種類は違いますが心臓
や食道、そして腸も筋肉によって動いています。
よって唇も筋肉によって動いているのです。

２）表情筋の役割
こうりんきん

上唇、下唇の中には、主に口輪筋という筋肉が
走行しています。口輪筋は表情筋に分類されま
す。ヒトの顔は、泣いたり笑ったりする表情を表
現できます（図５）。表情筋という名前の由来で
す。目の周りの眼輪筋や鼻にあるいくつかの筋は
除き、唇周囲の表情筋にはもっと重要な働きがあ
ります。それはミルクを飲むという働きです。哺
乳類であるわれわれは生後ミルクを飲む必要があ
ります。母親（あるいは哺乳瓶）の乳首からミル
クを吸い出し、こぼすことなく飲むことができる
のは唇の機能、すなわち表情筋のおかげなのです
（図６）。

４．咀嚼のメカニズム
１）頰のおかげで食事がおいしい
哺乳類が母乳を飲むために進化した構造物が、
表情筋であり「頰」であると言えます。となると

図４ 下顎骨の内部構造
歯は歯肉に埋まっているという印象がありますが、
このように骨に釘を打ったように植立しています。

図５ 表情をつくるのが表情筋
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頰や唇は乳児期だけにあればいい構造物であると
もいえます。しかし頰と唇は大人になってもなく
なりません。この頰の存在によって我々は、人類

そ しゃく

特有（他の哺乳類もある程度）の「咀嚼」という
機能を獲得しました。咀嚼を広辞苑で調べると「か
みくだくこと。かみくだいてあじわうこと」「物
事や文章などの意味をよく考えて味わうこと」と
あります。前者の意味から考えるとわれわれが食
事をおいしいと感じるのは「咀嚼」のおかげであ
ることがわかるはずです。すなわち咀嚼機能を担
う「頰」のおかげでわれわれはおいしく食事がで
きるようになった、といえるのです。

２）咀嚼のメカニズム
咀嚼中の動きを連続で見てみましょう。図７は
前から６番目の歯（第一大臼歯）の位置で切断し
た断面です。自分の顔でイメージして下さい。上
下の歯の両側に頰と舌があります。口の中に入っ
た食物は、頰と舌によって、この歯の上に運ばれ
ます（図７－A）。そして上の歯と下の歯によっ
て「噛む」（図７－B）。この時、頰は歯によって
噛まれた食物がなるべく頰側に落ちないように壁
を作ります。そうすると噛まれた食物は舌側に落
ちます（図７－B）。舌はこの落ちた食物に唾液
を混ぜ（図７－C）、次の瞬間また歯の上に食物
を運びます（図７－D）。そして「噛む」（図７－
A）。この繰り返しが咀嚼です。この間、唾液と
混ざった食物からの脳へ「おいしい」という情報
が送信されます。

５．味覚とその発達
１）味蕾が味を決める？

み らい

舌上面（舌背と呼ぶ）の粘膜には「味蕾」と
いって味覚の受容器（味を感じる装置）が存在し
ます。舌の味蕾は、粘膜の小突起である舌乳頭の
上皮の中にあり、食物、飲料からの味情報を脳に
伝えます。味蕾は幅２０～４０μm、長さ７０μm程度
の装置で紡錘形をしています。そして先端部の味
孔が口腔内に開いています。１個の味蕾内部には

み さいぼう

３０以上の味細胞があり、味の刺激はこれら味細胞
から味覚の神経に伝えられます。味蕾は舌だけで

図７ 「噛む」動作（咀嚼中の頰と舌の動き）
a：頰粘膜、b：舌、※：食塊

図６ 表情筋の解剖写真
顔の皮膚の一層下には多くの表情筋が口角に集まっ
て停止しています。すなわち、表情筋は咀嚼、嚥下の
際、口元をしめる役割を担っているのです。
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なく、口蓋やノドの奥、すなわち咽頭、喉頭蓋に
まで存在することが知られています。
プリンやケーキのような、甘く柔らかな食物は
口蓋に押しつぶして食べる、ぬるめのスープは少
し下を向いて口腔の前方に少しの時間ためて味わ
う、冷たいビールやコーラは早くノドの奥に運ん
で「咽喉越し」を味わう etc といったように、人
それぞれ食べ方、飲み方を工夫しておいしく味わ
おうします。これは、味蕾の種類が場所によって
異なっているためで、ヒトは知らないうちに、お
いしく味わえる場所を会得しているのです。
また、味覚は同じ味蕾から同じ味刺激が伝えら
れ続けると順応し、味を感じなくなります。しか
し、違う味蕾に食物を移動させれば、再び味を感
じるようになります。すなわち咀嚼中、舌が食物
を舌が動かすことによって美味しさが持続してい
るわけです。
糖分摂取の例を考えてみましょう。糖分摂取は
今も昔も体にとって重要な事です。そのため、口
腔内で甘味を感じるということは飲食物が体の栄
養として必要であるとの判断を脳が下したという
ことなのです。
味覚には「甘味」「塩味」「酸味」「苦味」そし
て「うま味」という５つの基本味があります。
様々な味を判断できるという事は、動物が進化の
過程で獲得したとても重要な機能なのです。すな
わち、味を感じるということは、「食べてもいい
ものか？」「飲んでもいいものか？」また「体に
必要なものか？」という判断のために必要だった
のです。例えば糖分摂取は体にとって重要な事で
す。よって食物摂取の際、口腔内で甘味を感じる
と、その食物を体の栄養として必要であるとの
OKサインが脳から出る、という仕組みです。も
ちろん食べてはいけないものを判断することも重
要です。味を感じることができる機能は栄養吸収
のため必要というわけではなく、生体の防御機構
であるとも考えることができます。

２）味覚の発達
幼稚園に通っていた頃の筆者にとっての味は

「甘い＝美味しい」「苦い＝まずい」だったよう
な記憶があります。その頃、父親の酒の肴をつま
み食いした時に、それが毎年東北の親戚から送ら
れてくる地元特産の珍味で「どこが美味しいのだ
ろう？まずい！」と思ったことを記憶していま
す。しかしその珍味が今では筆者の大好物になっ
ています。すなわち大人になってからわかる味も
あるのです。「味」とは味蕾からの科学的な情報
だけではありません。年齢、記憶、匂い、習慣、
環境などが大きく作用してその個人特有の味覚を
作り出し、そして変化していきます。

６．嚥下のメカニズム
ここでは「飲み込み」について解説します。ま
ずはこの飲み込みを意味する言葉である「嚥下（え
んげ）」についてその成り立ちを理解していただ
きたいと思います。
嚥下の「嚥」。難しい漢字を使っていますが、
つばめの子が親鳥から与えられた餌を丸呑みする
さまが、中国でこの言葉が作られるもとになった

つばめ

と考えられています。口へんに燕（つばめ）と書
いて「呑み込む」という意味の動詞になりまし
た。また、「呑み込む」を英和辞書で引くと「swal-
low」とあります。「swallow」には「つばめ」と
いう意味もありますね。ヤクルトスワローズの選
手達を「swallows→選手がつばめで、その複数
形」という事から「つばめ軍団」と呼ぶのはその
ためです。語源は違うと思われますが、東洋でも
西洋でも同じように使われているのは興味深いと
ころです。
考えてみると、筆者がよく行く駅前の銀行の入
口の柱に、GWを過ぎた頃つばめが毎年巣を作
り、梅雨の時期にかけて子供を育てています。
きっと昔からつばめは人間社会に近いところで巣
を作っていたのでしょう。親つばめが子つばめに
餌を与える様を、人間がよく観察したと想像でき
ますね。

１）咽頭は「呑み込む」ための舞台
本稿のはじめで「噛む」ための舞台である「口
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腔」について解説しました。「飲み込む」ために
いんとう

も舞台が必要です。これは口腔に続く「咽頭」と
いう空間です。咽頭は鼻腔と口腔の後方に位置し
ます。咽頭の下方には喉頭と食道が位置していま
す。ここで空気と飲食物の通る経路を考えてみま
しょう。
呼吸のための空気の通り道を「気道」と呼び、

いんとう こうとう

空気は鼻腔→咽頭→喉頭→気管→気管支を通り肺
へ至ります。また食物・飲料は、口腔→咽頭→食
道を通り胃へ至ります。すなわち気道と飲食物の
通り道は咽頭という舞台を共有しているのです。

２）咽頭は空気と飲食物の交通を整理する場所」
Aという方向から来た列車がBという方向へ
向かっており、Cという方向から来た列車はD
という方向へ向かっていたとします。このまった
く違う２つの線路は、ある地域で単線となり線路
を共有する区間があると考えて下さい。この共有
区間では、信号などできちんと２つの列車を交通
整理しないと衝突、脱線、行く方向を間違えるな
ど大変なことになってしまいますね。これと同
様、咽頭は空気と飲食物の交通整理をする場所で
もあります。これら２つのラインは咽頭できちん
と交通整理がなされ、空気が食道へ入ることはな
く、飲食物が喉頭、気管へ入ることもないのです。
これはすごいことだと思いませんか？このよう

なロボットをヒトは作れるでしょうか？この大切
な交通整理は、「飲み込まない」でいい段階から
「飲み込む」瞬間まで、咽頭周囲でいくつかの神
秘的な現象が同時に起こり、成り立っています。
すなわち、食事の度に何気なく行われている「呑
み込む」という動作は、奇跡といってもいいくら
い多くの動作が絶妙に組み合わさることで成功し
ているのです。

おわりに
食事中の咀嚼運動をイメージしてみてくださ
い。あまり意識しないで食物を自動的に噛み、飲
み込んでいると思います。本稿で解説しました通
り、咀嚼運動はまず、口唇、頰、舌などが口腔に
入れた食物を臼歯の上に運び、大まかな粉砕作業
を行います。次に、大体の大きさに砕かれた食物
を？と舌でさらに細かく粉砕しながら唾液を混ぜ
込んでいきます。そして飲み込みやすく作り変え
た食物の一部から、順次舌が舌の後方へ送ってい
くのです。この一連の作業には自動的なリズムが
必要です。すなわち、これら一連の動作は脳がコ
ントロールし、リズムを発動していたのです。
今回の講演の内容について、ご自分の理解だけ
でなく、ご紹介させていただいた書籍を利用し
て、ぜひ多くの一般の方に説明できるようになっ
ていただければ幸いです。
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研究背景
顎関節症を含む慢性疼痛の病態は、一般に成人
における問題と考えられているが、実際には１０代
にも２０～５０％の頻度で認められる（Ghandour et
al., ２００４）。さらに、慢性疼痛を抱える成人の多
くは、青少年期にすでにその痛みの徴候があるこ
とが指摘されている（LeReche et al., ２００５）。
よって、若年期における顎関節症を含む痛みの病
態を把握し、適切な管理を行うことは、成人に至
る慢性疼痛状態を予防し、国民の健全な社会生活
に貢献するものと思われる。
LeReche ら（２００５）は、アメリカ人小児、約３０００
名を対象に痛みの自覚症状、身体症状、抑うつ傾
向の調査を行い、特に女児においてこれらの症状
が身体的成熟度と関連することを報告している。
さらに、顎関節症を含む顎顔面部における痛みの
発症を若年期に予測する因子の検索を試みている
（LeReche et al., ２００７）。しかし、日本人小児を対
象とした同様の疫学的研究はあまりみられない。
杉並区学校歯科医会では、杉並区学校保健会一
般研究において平成１４年度と平成２０年度に「顎関
節の異常に関するアンケート調査」を小・中学生
約１８００名を対象に実施し、その結果、顎関節の異
常は小学校５・６年生から増え始め、経年的に増
加する結果を得た。一方、顎関節症は様々な因子
（外傷、解剖学的因子、病態生理学的因子、心理
社会学的因子、遺伝因子など）が関与して発症・
継続することが知られている。そこで、事前に
小・中学生における顎関節症に関与する因子を検
索し、その因子に対して予防的配慮を行えば、若
年期の顎関節症発症と重症化を未然に防止するこ
とができると考えられる。

本研究では、日本人小児を対象に顎関節症を含
む顎顔面部の痛みの自覚症状と生活習慣・性格傾
向との関連性を検討し、症状に関与する因子を抽
出することにより、若年期の顎関節症への効果的
な予防プロトコールを確立することを目的とする。

実施内容
１．実施期間
平成２３年１０月１日から平成２３年１１月３０日まで

２．実施校
小学校３校５・６年生
（八成小１３９名、桃井第５小２３２名、荻窪小２１４名）
中学校３校全学年
（高井戸中４２０名、向陽中３０９名、井草中４２３名）
合計１７３７名

３．目的
日本人小児における顎顔面部の痛みの自覚症状
と生活習慣・性格傾向との関連性を検討し、症状
に関与する因子を抽出することにより、若年期の
顎関節症への効果的な予防プロトコールを確立す
る。

４．協力研究機関
日本歯科大学生命歯学部小児歯科学研究室（ア
ンケート内容の立案と調査結果の解析）

５．方法
１）調査内容の事前通知
杉並区学校保健会と杉並区教育委員会の協力を
得て、保護者と本人に調査内容について事前に通

投 稿

日本人小児における顎関節症の
自覚症状と生活習慣・性格傾向との関連性

杉並区学校歯科医会

米 津 光 将
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知を行う。研究参加に同意の得られない者は、対
象から除外する。
２）質問用紙の配布と回収
東京都杉並区学校歯科医会が平成１４年度と平成

２０年度に実施した「顎関節の異常に関するアン
ケート調査」をベースに作成した自己記入式質問
用紙を配布する。質問用紙への記入は無記名と
し、２～５段階選択方式の質問事項に対して回答
する。これらの記入は、対象となる小・中学生自
身が行うこととし、記入後に学校単位で回収する。
３）質問用紙の評価項目
評価項目には以下の事項を含むものとする。
①疼痛評価（顎関節・咀嚼筋・頭痛・頚部痛）
②生活習慣（食品、姿勢、習癖、睡眠姿勢、部
活動、受験勉強）
③性格傾向（不安傾向）（中学生のみ：治療経
験、歯科信頼度）
④身長・体重

６．分析方法
１）横断的疫学調査として、各学年の顎関節症症
状の出現頻度を男女別に算出する。過去２回の
調査内容との比較を行う。
２）顎関節症症状のある群と年齢・性別の一致し
たコントロール群に分類し、生活習慣・性格傾
向に関するオッズ比を算出する。すなわち、ど
のような生活習慣や性格傾向が症状に影響を与

えるのかを検索する。
３）中学生に関しては、顎関節症症状と歯科治療
経験・歯科に対する信頼度との関連性を検討
し、歯科における効果的な予防プロトコール作
成のための資料とする。
４）顎関節症症状の出現と身長・体重との関連を
検討する。身体的成熟度は、日本人小児の顎関
節症出現に関する指標となるかを検証する。

７．結果
１）疼痛評価
三大症状いずれかあった人の割合は、前回（平
成２０年）の時より全体的に少なくなりました。し
かしながら、男子より女子の方が多いということ
と、年齢が上がると増える傾向にあることは変わ
りませんでした（図１）。症状の内訳は前回に比
べ、明らかに開口障害が少なく雑音が極端に多い
結果となりました。この違いの理由に関しては不
明ですが、結論を出すためには継続して調査して
ゆく必要があると思われます（図２）。
今回の調査で追加した項目として頭痛と首肩の
痛みがあります（図３）。これは顎関節症の随伴
症状として非常に多く見られるためです。結果
は、予想よりはるかに多い結果となり、小中学生
に頭痛や肩こりが頻繁にみられ、一部ではありま
すが学校を休むまでの状態であることが分かりま
した。今後は、この症状に関しても注目していく

図１ 三大症状いずれかあった人
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必要があることが認識されました。
以上が、疼痛評価に関する調査結果です。今回
の結果を見ても、カリエスや歯肉炎に匹敵する頻
度で小中学生にみられることが分かりました。こ
れらの原因が何であるのか究明し、症状の改善や
予防法を確立していく必要がありますが、いまだ
不十分であるといわざるを得ません。そこで、関
連があると思われている生活習慣や性格傾向、身
体的変化などを調査し、何らかの関連性を見出し
ていきたいと考えました。

今回、より充実した調査を行うために専門の研
究機関と提唱し、専門家の指導によるアンケート
内容や統計処理をお願いすることにしました。提
唱先としては日本歯科大学生命歯学部小児学教室
苅部洋行教授を選択しました。選択理由とし
て、苅部先生自らがこの分野を研究テーマとして
いるスペシャリストであり、また近年、杉並区学
校歯科医会主催の講演会に講師として招聘した経
緯もあるためです。以下のデータは苅部先生の分
析結果を掲載します（表１）。

図２ 症状の内訳

図３ 頭痛や首肩の痛みと欠席率
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分析では、「三大症状のいずれかありのグルー
プ」と「いずれもないグループ」に分けて集計し
ました。グラフがすべて英語で書かれており、わ
かりにくいことはご容赦ください。分析数（N）
が少なくなっておりますが、これも正確なデータ
を出すために正確に記入されているものに絞る必
要があるからです。
専門的な統計用語があるので解説します。「P-
value＊」とは、ある実験中に群間差が偶然生じる
可能性を示す尺度。p値が小さくなるほど、それ

だけ群間差は偶然により生じている可能性が小さ
くなる。要するに数字が小さくなればなるほど症
状との関連が高くなるということを意味します。
優位に関連があると統計的に判断されたものは、
枠の中が色塗りされています。
２）生活習慣との関係
分析結果では、最も影響がある生活習慣は「ほお
づえをつく」と「日中の食いしばり」で、それに
継ぐのが「姿勢の悪さ（猫背）」でした。やや影
響しているのかなと思われるものが、「うつぶせ

TMD Symptom
（n＝１３６）

No TMD Symptom
（n＝９０３） P-value*

N ％ N ％
Gum chewing（チューインガムをかむ）
Always（いつも）
Often（ほとんど）
Somewhat（ときどき）
A little（まれに）
Never（ぜんぜんない）

９
１４
５６
３９
１８

６．６
１０．３
４１．２
２８．７
１３．２

２８
７８
４１３
２６１
１２３

３．１
８．６
４５．７
２８．９
１３．６

０．２８４

Eating hard foods（硬い食品を食べる）
Always（いつも）
Often（ほとんど）
Somewhat（ときどき）
A little（まれに）
Never（ぜんぜんない）

９
１３
７３
３０
１１

６．６
９．６
５３．７
２２．１
８．１

３５
８７
４３５
２３２
１１４

３．９
９．６
４８．２
２５．７
１２．６

０．２４２

Sitting at a desk more than ２hours
（２時間以上続けて机に向かう）
Always（いつも）
Often（ほとんど）
Somewhat（ときどき）
A little（まれに）
Never（ぜんぜんない）

１８
２８
４１
２９
２０

１３．２
２０．６
３０．１
２１．３
１４．７

１５２
１６８
２７３
１８５
１２５

１６．８
１８．６
３０．２
２０．５
１３．８

０．８６４

Playing a video game more than １hour
（テレビゲームを１時間以上続ける）
Always（いつも）
Often（ほとんど）
Somewhat（ときどき）
A little（まれに）
Never（ぜんぜんない）

１２
１８
２４
２２
６０

８．８
１３．２
１７．６
１６．２
４４．１

８０
１１４
２１１
１８６
３１２

８．９
１２．６
２３．４
２０．６
３４．６

０．２０５

Head forward posture（姿勢が悪い・猫背）
Always（いつも）
Often（ほとんど）
Somewhat（ときどき）
A little（まれに）
Never（ぜんぜんない）

３９
２２
３８
１４
２３

２８．７
１６．２
２７．９
１０．３
１６．９

１５２
１５９
２１４
１７０
２０８

１６．８
１７．６
２３．７
１８．８
２３．０

０．００２

Resting chin on a hand（ほおづえをつく）
Always（いつも）
Often（ほとんど）
Somewhat（ときどき）
A little（まれに）
Never（ぜんぜんない）

４９
３７
２８
１３
９

３６．０
２７．２
２０．６
９．６
６．６

１７５
２０７
２６１
１３７
１２３

１９．４
２２．９
２８．９
１５．２
１３．６

＜０．００１

Diurnal clenching（日中の食いしばり）
Always（いつも）
Often（ほとんど）
Somewhat（ときどき）
A little（まれに）
Never（ぜんぜんない）

５
６
２４
２４
７７

３．７
４．４
１７．６
１７．６
５６．６

９
１５
５８
１１３
７０８

１．０
１．７
６．４
１２．５
７８．４

＜０．００１

表１
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寝」と「硬い枕」でした。一般的には、「睡眠時
の歯ぎしり」も影響しているといわれております
が、今回は、自己申告のアンケートで、歯ぎしり

の有無に関しては自覚できているかどうかの問題
もあるために、関連性が乏しい結果となったと思
われます。しかし、調査で分かったことは、姿勢

TMD Symptom
（n＝１３６）

No TMD Symptom
（n＝９０３） P-value*

N ％ N ％
Diurnal clenching（日中の食いしばり）
Always（いつも）
Often（ほとんど）
Somewhat（ときどき）
A little（まれに）
Never（ぜんぜんない）

５
６
２４
２４
７７

３．７
４．４
１７．６
１７．６
５６．６

９
１５
５８
１１３
７０８

１．０
１．７
６．４
１２．５
７８．４

＜０．００１

Nocturnal tooth grinding（睡眠時のはぎしり）
Always（いつも）
Often（ほとんど）
Somewhat（ときどき）
A little（まれに）
Never（ぜんぜんない）

４
６
８
２０
９８

２．９
４．４
５．９
１４．７
７２．１

１３
１８
５６
９９
７１７

１．４
２．０
６．２
１１．０
７９．４

０．１４１

Sleeping at a prone position（うつぶせ寝）
Always（いつも）
Often（ほとんど）
Somewhat（ときどき）
A little（まれに）
Never（ぜんぜんない）

１５
１３
３２
３２
４４

１１．０
９．６
２３．５
２３．５
３２．４

６３
５５
１６１
２０２
４２２

７．０
６．１
１７．８
２２．４
４６．７

０．０１５

Using a hard pillow（硬い枕で寝る）
Always（いつも）
Often（ほとんど）
Somewhat（ときどき）
A little（まれに）
Never（ぜんぜんない）

８
２
１５
１９
９２

５．９
１．５
１１．０
１４．０
６７．６

５４
２４
６０
９８
６６７

６．０
２．７
６．６
１０．９
７３．９

０．２４３

Using a high pillow（高い枕で寝る）
Always（いつも）
Often（ほとんど）
Somewhat（ときどき）
A little（まれに）
Never（ぜんぜんない）

３２
１５
９
２４
５６

２３．５
１１．０
６．６
１７．６
４１．２

１９７
６５
１０３
１０３
４３５

２１．８
７．２
１１．４
１１．４
４８．２

０．０４２

Vocal exercise（大きな口で発声練習）
Always（いつも）
Often（ほとんど）
Somewhat（ときどき）
A little（まれに）
Never（ぜんぜんない）

９
１２
１７
３１
６７

６．６
８．８
１２．５
２２．８
４９．３

４４
６２
１２７
１７１
４９９

４．９
６．９
１４．１
１８．９
５５．３

０．５１９

Playing a musical instrument using jaw/mouth
（あごや口を使う楽器の練習をする）
Always（いつも）
Often（ほとんど）
Somewhat（ときどき）
A little（まれに）
Never（ぜんぜんない）

７
３
７
１６
１０３

５．１
２．２
５．１
１１．８
７５．７

４６
３３
８８
８５
６５１

５．１
３．７
９．７
９．４
７２．１

０．３６２

Exercise more than ３times a week
（週３回以上運動している）
Always（いつも）
Often（ほとんど）
Somewhat（ときどき）
A little（まれに）
Never（ぜんぜんない）

６２
１８
１７
２１
１８

４５．６
１３．２
１２．５
１５．４
１３．２

４２９
１０６
１３０
１１１
１２７

４７．５
１１．７
１４．４
１２．３
１４．１

０．８１０

Studying late at night（夜遅くまで勉強している）
Always（いつも）
Often（ほとんど）
Somewhat（ときどき）
A little（まれに）
Never（ぜんぜんない）

１４
２４
３８
３１
２９

１０．３
１７．６
２７．９
２２．８
２１．３

１１０
１２４
２３３
２０５
２３１

１２．２
１３．７
２５．８
２２．７
２５．６

０．６１１

* Chi-square test
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が大いに関連していることが明らかとなったこと
です。姿勢を正しくすることは、生活態度の問題
だけでなく健康にも影響していることを改めて認
識する必要があるのかもしれません。
３）性格傾向
性格傾向を調べるアンケート内容は、小児の性
格傾向を調べるものとして世界的に使われている
ものの日本語訳なので少し違和感があるかもしれ
ません。性格傾向の中から特に不安傾向を示す指
標として STAIC-T score（State-Trait Anxiety
Inventory for Children-Trait）を使用しました。
それとともに、年齢との関連性も調べました。
結果は表２どおり、年齢が上がるとともに症状
の発現率が上がっており、かなりの確立で相関が
あることが分かりました。また、表３の STAIC-
T score から、いずれかの症状をもっている人が
そうでない人より明らかに不安傾向が強いことが
分かりました。よって、不安傾向と症状の発現率
はかなり強い相関があるといえるでしょう。
では、何故不安傾向と症状の発現が関連してい
るのでしょうか。顎関節症の発症には筋の過緊張
も大きく影響しています。不安傾向が強い人は、
筋の過緊張状態がそうでない人より、強さや持続
時間が大きいのではないかと考えられます。
４）身長、体重との関係
身長と体重は前年度と今年度の身体測定の結果
を記入していただくことにしました。そして一年

間の差の大小が、症状の発現に関連しているかど
うかを調べました（表４）。
結果は、BMI 指数、体重の増加と関連性は低
いが、身長の伸びとは強い関連性が認められまし
た。意外だったのは、身長の伸びの少ない人たち
の方に症状の発現率が高いことでした。身長の伸
びの著しい子供たちによく見られる問題として成
長痛がありますが、顎関節症もそれと同様の現象
ではないかと考えたからです。しかし結果は逆で
した。このことから、顎関節症の発症は下顎骨の
劣成長に何らかの関連性があることが示唆されま
した。
５）まとめ
今までの分析結果をすべてまとめて、関連性が

高いものから順にオッズ比を算出しました（表５）。
オッズ比が高く最も影響力の高いものは、「日
中の食いしばり」で、しない人たちに比べて３．５６６
倍なりやすいそうです。次に高いものは「ほうづ
えで」２．４０８倍、次に「くび、肩の痛み（肩こり）」
で１．７９３倍という結果になりました。
３年前の結果より、小学５、６年生の頃から急
激に症状の発現が増加する理由として、生活習
慣、生活環境、成長による骨格の変化、ストレス
などが影響しているのではないかと考察いたしま
した。自分の臨床経験などから最も影響力の強い
ものは、生活環境や生活環境の変化からくるスト
レスなのではないかと予想しておりましたが、結

１１year
（n＝２１２）

１２year
（n＝２６８）

１３year
（n＝２７７）

１４year
（n＝３２８）

１５year
（n＝３３０）

Total
（n＝１４１５）

TMD related Symptom（s） YesNo
１３（ ６．１）
１９９（９３．９）

２５（ ９．３）
２４３（９０．７）

３５（１２．６）
２４２（８７．４）

５４（１６．５）
２７４（８３．５）

５５（１６．７）
２７５（８３．３）

１８２（１２．９）
１２３３（８７．１）

P-value* ０．００１

表２

†TMD related symptoms include jaw pain, TMJ sounds, and limited jaw opening.
* Chi-square test

TMD Symptom
（n＝１８２）

No TMD Symptom
（n＝１２３３） P-value*

Age（year）
STAIC-T score

１３．６±１．２
３８．９±９．３

１３．２±１．４
３５．２±７．８

＜０．００１
＜０．００１

表３

*t- test
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果は予想とは異なるものでした。結果は生活環境
ではなく、「日中の食いしばり」や「ほうづえ」
などの個人の生活習慣が最も影響を及ぼしていま
した。それに続くものとして、「首や肩の痛み（肩
こり）」で、その次が「年齢」や「身長の変化」
となりました。
この結果を考察すると、「年齢」や「身長の変
化」が影響を及ぼす理由として考えられるもの
は、小中学生の場合、歯列咬合の変化や身長の伸
びなどの身体的変化が最も顕著な時期であること
が考えられます。他の文献においても、歯列咬合
の変化の影響が大きなものであることが多数報告
されていますが、意外だったのは、身長の変化の
小さい人たちに、症状の発現率が高かったことで
す。身長の変化が小さいということは、身体的な
変化が少なく安定していると考えられるのに、何
故このような結果になったかは不明です。ただ、
生体各器官の発育は、器官毎によって発育の仕方
に違いがあり、下顎骨や顎関節は、身体（身長）
の成長と同様な発育パターンをとります。身長が
伸びないということは、下顎骨や顎関節の成長が
悪いという見方もできるかと思います。よって表
現を変えれば、下顎骨や顎関節の成長が悪いグ

ループに症状の発現率が高いと考えれば、結果に
納得し受け入れることができるものと考えられま
す。
次の「首、肩の痛み（肩こり）」との関係では、
この症状は顎関節症の随伴症状として、頻繁にみ
られるものです。顎関節症の病態として筋の緊張
によるものが最も多いので、顎関節周囲の筋の緊
張が首や肩の筋にまで及んでいるために伴うもの
ですから、当然の結果といえます。
最も影響していた「日中の食いしばり」や「ほ
うづえ」は、個人の生活習慣です。確かにそれぞ
れの項目は、顎関節に直接負荷をかけるので、影
響が大きいことは容易に想像できますが、同時に
これらは自己管理で改善できるものです。まとめ
の表には入れていませんが、「猫背」なども統計
的に関連があるとの結果ですから、個人の生活態
度を改め、姿勢を良くすることが体に優しい生活
を送ることになります。その結果、顎関節症にな
る可能性を著しく減らし、それに伴う頭痛や肩こ
りによって学校を休むことも減らせる可能性があ
ることが、今回の調査で判明いたしました。
今回の調査が、児童生徒の健康増進に少しでも
貢献できることを期待し、調査報告を終了します。

TMD Symptom
（n＝１３６）

No TMD Symptom
（n＝９０３） P-value*

BMI b score １８．２±２．２ １８．１±２．４ ０．９４８

Rate of change in height（％）
Rate of change in weight（％）

２．９±２．１
８．０±６．７

３．６±２．１
９．２±６．５

＜０．００１
０．０５５

表４

*t- test

B a Wald P-value OR b ９５％CI c

Age（年齢）
Neck pain（yes）（首肩の痛み）
Resting chin on a hand（always）
（いつもほうづえをする）
Diurnal clenching（always）
（いつもくいしばりをする）
Height change（身長の伸び）

０．２１４
０．５８４

０．８７９

１．２７２

－０．１１３

６．７１２
８．７１５

４．９２７

４．１８８

４．９６２

０．０１０
０．００３

０．０２６

０．０４１

０．０２６

１．２３８
１．７９３

２．４０８

３．５６６

０．８９３

１．０５３－１．４５５
１．２１７－２．６４２

１．１０８－５．２３０

１．０５５－１２．０５４

０．８０９－０．９８７

表５

a regression coefficient
b Odds ratio
c Confidence interval
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近年、若年者における顎関節や咀嚼筋への障害
が増加している。これらの要因として児童生徒を
取り巻く社会環境・生活様式の変化がある。この
ような背景から学校歯科健康診断における顎関節
の診査が平成７年度より導入されている。日本学
校歯科医会は学校歯科健康診断に関して、『顎関
節に関する異常な症候を早期に的確に把握し、そ
の過程を観察し適切な指導を行うことは、いわゆ
る顎関節症へと憎悪することの予防につながるも
のである。』としている。学校歯科健康診断はス
クリーニングとして顎関節症の初発症状を見逃さ
ず、その後起こりうる症状の進行に介入できると
いう点で、学校歯科医が果たす役割は大きい。こ
の学校歯科健康診断における結果は文部科学省学
校保健統計調査として集計公表されているが、平
成２４年度において１１歳では０．１６％、１２－１４歳で０．
３４－０．４６％、１５－１７歳で０．５－０．６％が顎関節症で
あると報告している１）（表１）。
しかし、この調査結果は田村ら２）が２００１年に報
告している結果と比べて割合が明らかに少ない。
この原因として実際の健康診断の場においては、

時間的制約から顎関節の診査が十分に行えていな
いといった理由が考えられている。この対策とし
て日本学校歯科医会は時間的制約から顎関節の診
査については事前に問診票などを用いることを推
奨している。しかし質問票の内容についてその方
法は統一されておらず、質問形式も各々の学校歯
科医によりまちまちであり、また質問票に含まれ
る質問の妥当性についての検討も行われていない。
一方、一般成人健康診断において杉崎らは妥当
性が検討された顎関節症スクリーニングのための
質問票を開発し３）、応用している４）。
今回浅草学校歯科医会の協力を得て、この顎関
節事前調査票を用いたスクリーニング検査を行っ
た。その結果と健康診断の効率化、および上下歯
列接触癖の是正指導を含めた事後措置など新たな
取り組みについても報告する。

目 的
現在、学校歯科健康診断で行われている顎関節
調査について、成人での妥当性が検証された質問
票が効率的に使用できるか検討すること。
また、一般若年集団における顎関節疾患の疫学
的な特徴を調査すること。

方 法
浅草学校歯科医会の協力を得て区内３中学にお
いて、事前質問票を配布し自己記入させた。健康
診断当日、顎関節症専門医２名で顎関節の診査を
担当した。
１）質問票による事前調査
顎関節事前質問票は杉崎らが成人向けに作製
した顎関節症スクリーニングのための質問票を

投 稿

学校歯科健康診断における顎関節調査法
の検討とその疫学的特徴

台東区立桜橋中学校 学校歯科医

佐 藤 文 明

表１ 文部科学省 学校保健統計調査（顎関節（％））
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用いた３）。この質問票は４質問からなり、その
妥当性が検証されている。この質問票の中で抽
出された４質問における感度は０．７４６、特異度
は０．８１１であった。
今回はこの４質問に加え、学校歯科健康診断
における必要性から雑音に関する質問項目と顎
関節症の症状を悪化継続させる因子である上下
歯列接触癖（Tooth Contacting Habit/TCH、
以下、TCHとする）５）についての質問項目を加
えた６質問で行った。質問項目は表２に示す。
杉崎らはこの１）～４）の質問を用いて、回答
した得点合計値が８．５以上であれば顎関節症であ
る可能性が高いとしている。
２）顎関節専門医による調査
この事前調査に加えてこれらの質問票を参考
に、顎関節の診査については以下の項目を調査
した（表３）。TCHについては、顎関節症にお
ける寄与因子として重要な因子になってい
る４）。一方で一般若年者における保有率等は明
らかではなく、今回これについても併せて調査
を行った。

分 析
調査後個人が特定されることがないように配慮
し、匿名でデータベース化した。分析には SPSS

ver．１２．０（SPSS, JAPAN）を用いた。

結 果
今回調査を行った３中学の生徒数は総数で９６４
名であった（表４）。このうち、当日診査可能で
あった９６２名（男性５３９名、女性４２３名）、年齢分布
では、中学校１年から３年（１２歳から１５歳）を対
象とした（図１）。このうち欠損値等がなく有効
であると思われた９５５例の分析を行った。
１）事前質問票の調査結果と健康診断結果の対比
ａ）質問１ 開口域に関する質問と健康診断結
果（図２）
開口域に関しては「すっと入る」、「ほぼ問
題なし」が７３．７％、２１．０％とほぼ９５％を占
め、「やや困難」、「全く入らない」と答えた
ものはあわせて２％であった。一方実際の健
康診断では、４０mm以下の開口域を示した生
徒は１０名（１．１％）であった。
ｂ）質問２ 大開口時のあごの痛みに関する質
問と健康診断結果（図３）

表２ 質問票

表４ 学校歯科健康診断調査対象

表３ 健康診断項目

16 平成２６年３月●東京都学校歯科医会会誌〈第７７号〉



顎関節痛に関しては「全くない」、「たまに
ある」が８１．４％、１４．０％と９５％を占め、「し
ばしばある」、「いつもある」と答えたものは
あわせて２％であった。
一方実際の健康診断結果では、顎関節痛は

４４名（４．６％）、筋痛は１０名（１．１％）であっ
た．関節痛については図４に示す通り、１４歳
では女子生徒が男子生徒に比べ有意に多かっ
た（図４）。
ｃ）質問３ 開口時顎偏位に関する質問と健康
診断結果（図５）
開口時顎偏位に関しては「いつもまっす
ぐ」、「たま に 曲 が る」が９２．３％、４．０％と
９６．３％を占め、「しばしば曲がる」、「いつも
曲がる」と答えたものはあわせて０．３％で
あった。

ｄ）質問４ 硬固物咀嚼時の痛みに関する質問
と健康診断結果（図６）
硬固物咀嚼時痛に関しては「痛まない」と
答えたものが８２．３％、「たまに痛む」が１３．７％
「しばしば痛む」０．８％、「いつも痛む」０．５
％であわせて１５．０％であった。

図１ 性年齢区分

図３ 質問２ 口を大きく開け閉めした時、あごの痛
みがありますか？

図２ 質問１ 口を大きく開いた時、人差し指、中
指、薬指をならべた３本指を縦にして入ります
か？

図４ 年齢別関節痛者数（例数）

図５ 質問３ 口を大きく開いた時、まっすぐに開き
ますか？
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一方、実際の健康診断結果では、顎関節痛は
４４名（４．７％）、筋痛は１０名（１．１％）であった。
ｅ）質問５ 大開口時の関節雑音に関する質問
と健康診断結果（図７）
大開口時雑音に関しては「全くならない」
と答えたものが７１．０％、それ以外の「たまに
鳴る」が１８．３％、「しばしば鳴る」が３．３％、
「いつも鳴る」が３．３％で、あわせて２４．９％
であった。
実際の健康診断結果では関節雑音は１４５名
（１５．４％）に認められた。
杉崎らの報告では顎関節症スクリーニング質問
票で、質問１から質問４までの４質問における合
計値８．５以上がカットオフ値であり、顎関節症の
可能性が高まるとしている。
これと実際の顎関節症との関係を調べた結果で
は、男子、女子ともカイ二乗検定で有意差を認め

た（図８、９）。関節雑音を含めた場合の感度は
０．１２８、特異度は０．９７９、一方、疼痛のみの場合の
感度は０．２４５、特異度は０．９６９であった。
２）顎関節症と性差
全体での顎関節症状の保有割合と性差ではカイ
二乗検定で明らかな有意差は認めなかったが、１４
歳のみの結果では女子での顎関節症状の保有割合
は男子に比べて有意に多かった（図１０）。
３）TCHの保有割合
TCHは上下の歯を持続的に接触させ続ける習
癖行動であり、慢性の顎関節症患者において顎関
節症を悪化させる要因である（表５）。若年者の
TCH保有割合は明らかではない。今回質問６に
て調査を行ったが、「全くない」４２％、「たまにあ
る」１５．６％、「しばしばある」４．２％、「いつもあ
る」１０．５％という結果であった。実際の健康診断
結果でのTCH保有割合は１７．２％であった（図

図６ 質問４ 干し肉、するめ、タコなど硬い物を食
べるとあごや顔が痛みますか？

図７ 質問５ 口を大きく開け閉めした時、あごの音
がしますか？

図８ カットオフ値と顎関節症有病率（男子） 図９ カットオフ値と顎関節症有病率（女子）
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１１）。さらに男女での保有割合を調べると女子で
は２４．５％、男子では１１．４％（図１２）であり、カイ
二乗検定で女子が有意に多かった。また、顎関節
症状保有者（雑音含む）では顎関節症でない生徒
に比べ、TCHの保有割合が有意に多かった（図
１３）。さらに詳しく調べてみると関節雑音保有者
ではTCHを保有する割合が有意に多かった（図
１４）。

考 察
今回、学校歯科健康診断における顎関節診査の
効率化を目的に杉崎らが考案した顎関節事前調査
票を使用して検討を行った。
今回の調査において、男女ともカットオフ値

８．５で顎関節症である可能性が有意に高かった。
一方、感度は０．１２８、特異度は０．９７９であった。感
度はスクリーニングに対する指標であり、特異度

は確定診断を行う際の指標となる。特異度が高い
ことにより、健康な人は除外され、そこからピッ
クアップされたものは綿密に健康診断を行うこと
で、効率化が図れるものと思われた。感度が高く
ならない理由をどう解釈するかであるが、質問票
への回答者（生徒）自身に異常があるとの認識が
ないために、軽い症状回答が増えたのではないか
と考えられた。実際に、より病態を自覚しやすい
疼痛を持つ回答者の感度０．２４５のほうが関節雑音
も含めた場合の感度０．１２８よりも、高い結果で
あった。
この結果をふまえると、実際の健康診断結果で
は顎関節症が多くなり、結果として質問票からの
スクリーニング結果が甘くなる。質問票でのスク
リーニング結果をより正確にするためにも、生徒
に対する顎関節症への認識を強めるための啓蒙教
育が必要であると思われた。

図１０ １４歳での顎関節症有病率と性差

表５ 歯列接触癖

図１１ 質問６ 机に向かって勉強している時や気分を
集中している時、上下の歯は接触しています
か？

図１２ TCH保有例数
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健康診断による各症状の保有割合は表６に示す
とおり開口障害、関節痛など比較的重度な顎関節
症は少なく、関節雑音のみの生徒が多かった。関
節雑音については性別、年齢による保有割合に差
はなかった。一方、関節痛の保有割合は１４歳で女
子に有意に多かった。男女の骨格系の成長の差に
伴い、より弱い骨格系を持つ女子に出やすいと推
測された。顎関節症は１４歳では男子より女子に有
意に多い結果だった。
顎関節症の寄与因子であるTCHの保有割合は
全体で１７．２％であった。男女差は大きく、男子が
１１．４％、女子が２４．５％であり有意に女子に多かっ
た。西山らの一般成人を対象とした企業職員２，４２３
名における調査ではTCHの保有割合は２１％６）、
我々が行った顎関節症患者５４２名の調査では５７％
がTCHを保有していた５）。またTCH保有者と顎
関節症状保有者との関係では、顎関節症状保有者
は有意にTCHを保有している割合が多かった。
さらに関節雑音の保有割合がTCH保有者で有意

に多かったことから、TCHと関節雑音に何らか
の関係があることを推測させた。
顎関節症の発症時期は田村らの調査では小学校
高学年から増加傾向であり、高校生では明らかに
女子に多い結果となっている。今回の調査結果で
は有意差はないものの男子では年齢が上がるにつ
れて顎関節症状保有者は減ってきており、一方女
子では年齢が上がるにつれて顎関節症状保有者も
増えていた。雑音を除いた痛みや開口障害をもつ
顎関節症状保有者でも同様な傾向がみられた。
女子においてこのような傾向が見られることに
ついては増齢に伴い、１）顎関節症の増悪要因で
あるTCHが増加すること、２）TCHと関節雑
音との間に関連性があること、３）男子では骨格
系の成長に伴い適応しやすいのではないかと推測
された。
この結果をふまえて児童生徒に適切な事後措置
を講ずる必要性がある。顎関節の診査評価につい
ては表７に示すとおり要精検のものは速やかに医

図１４ TCH保有者と関節雑音保有者図１３ TCHの保有者と顎関節症状保有者

表７ 顎関節の診査の評価表６ 健康診断結果
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療機関への治療勧告を行う。一方、要観察とされ
たものについては引き続き経過観察を行い、症状
が悪化した場合には速やかに養護教諭、学校歯科
医へ相談するとなっているが、これら要観察の児
童生徒に関して、あらためてTCH等の是正教育
の必要性を感じた。私の担当している中学におい
ても、啓蒙活動の一環として生徒に表８に示すよ
うな通知を行っている。学校歯科健康診断におい
ては事後措置が大切であるが、TCHのような習
癖行動の是正教育が顎関節症状の発現の抑止にな
りうると考える。

結 語
今回顎関節スクリーニングのための質問票を用
いて、学校歯科健康診断で顎関節症調査を行っ
た。質問票を用いることで健康診断の時間的効率
化が図れるものと考えられた。また、顎関節症の
予防的な意味合いからもTCH等の習癖是正を含
めた啓蒙教育が必要であると思われた。
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表８ 事後措置における生徒への通知
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平成２５年度全日本学校歯科保健優良校表彰受賞校 （順不同・敬称略）

学 校 名 学 校 長 名 住 所

豊 島 区 立 要 小 学 校 北 條 覚 〒１７１‐００４３ 豊島区要町２－３－２０

○台 東 区 立 東 浅 草 小 学 校 石 井 二 郎 〒１１１‐００２５ 台東区東浅草２－２７－１９

足 立 区 立 第 一 中 学 校 金 澤 利 明 〒１２０‐００３７ 足立区千住河原町４－７

多 摩 市 立 多 摩 中 学 校 前 島 正 明 〒２０６‐００１１ 多摩市関戸３－１９－１

◎東京都立赤羽商業高等学校 昼 間 一 雄 〒１１５‐００５６ 北区西が丘３－１４－２０

東京都立八王子東特別支援学校 加 藤 洋 一 〒１９１‐００３２ 八王子市石川町３２４６－１

◎優秀賞（文部科学大臣賞）

○日本学校歯科医会会長賞

応募校数 計 ７４０校

入選校数 計 ７４０校

全日本学校歯科保健優良校 ６校
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平成２５年度「歯の作文」優秀入選者氏名一覧表

小学校の部

優秀は１０名、◎は最優秀

題 名 学 校 名 氏 名 学年

◎ 私の大切な歯 足立区立渕江小学校 藤 沼 香 奈 ６
「自分の歯で噛むことの素晴らしさ」 中央区立京橋築地小学校 升 巴 慈 音 ６
「年をとっても」 江東区立数矢小学校 伊 藤 海 音 ６
母との約束 杉並区立杉並第一小学校 宮 内 そ ら ６
歯はかけがえのない大切な宝物 杉並区立方南小学校 山 本 紗矢香 ５
歯の大切さを知る 杉並区立方南小学校 赤 崎 紗 楽 ６
歯は、一生の宝物 北区立滝野川第七小学校 渡 辺 結 女 ６
明るい未来へつながる歯 板橋区立大谷口小学校 岩 﨑 は な ６
虫歯の始まり 八王子市立城山小学校 須 田 結 子 ６
歯はなくてはならない大切な体の一部 府中市立白糸台小学校 佐 藤 菜々香 ６

中学校の部

優秀は５名、◎は最優秀

題 名 学 校 名 氏 名 学年

◎ 失って気づくもの 世田谷区立玉川中学校 町 塚 日向子 ２
動物を通して気づく歯の大切さ 文京区立本郷台中学校 小 山 貴 也 ２
最高のプレゼント 渋谷区立原宿外苑中学校 屋 敷 南 ２
家族の歯の事情 練馬区立光が丘第三中学校 日 野 真 優 １
歯と口の健康習慣キャンペーン 足立区立谷中中学校 岩 浪 澄々加 ２
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平成２５年度

「歯の作文」
優秀作品

例年、「歯の作文」に応募頂いた児童生徒

の作品の内、優秀作品１５点を東京都学校歯科

保健研究大会要項に掲載しておりますが、多

くの会員および保健関係者にもお読み頂ける

よう、本会誌に再録いたしました。

応募状況等詳細は大会要項をご参照くださ

い。

24 平成２６年３月●東京都学校歯科医会会誌〈第７７号〉



「自分の歯で噛むことの素晴らしさ」

中央区立京橋築地小学校 ６年 升巴 慈音

私のひいおばあちゃんは、今９４歳です。
週末に遊びに行った時食べ物をお口の中でもぐ
もぐしています。
「おばあちゃんどうしたの」
と聞くと
「かたい物が食べられないのよ」
と言いました。それから食事が終わったら入れ歯
を取ってきれいにみがいて薬につけていました。
「おばあちゃん、歯はどうしたの」
と聞くと
「おばあちゃんの時代は歯ブラシや歯みがき粉も
なかったのだから、うまく歯みがきができなかっ
たのよ」
と言いました。そして、
「香奈ちゃん、入れ歯になるとかたいものも食べ
られなくなってしまうしおいしい味もあまりしな
いのよ」
と言いました。私は、それを聞いて、歯はとても
大切なんだと思いました。
それから私は、おばあちゃんの家へ行った時
は、入れ歯の消毒を一緒にやっています。
その時に私も、歯をみがいています。
すると、おばあちゃんは
「きれいな歯だね。これから大きくなってもきれ
いにみがいて大切にしてね。」
と言ってくれます。私は、とてもうれしいです。
それから、ひいおばあちゃんは私がにっこり笑
うと、とってもうれしい顔をします。笑うと白い
きれいな前歯が見えるからです。きれいな歯でい
ることは、本当に大切なのだと思いました。
私は、家で疲れていたり、寝てしまうことがあ
ると歯みがきが面倒くさくなってしまいます。

でも、９４歳まで健康な歯でいたいし、おいしい
食事をおいしく食べたいから、たとえ歯みがきが
面倒くさくなってもがんばってみがこうと思って
います。
ひいおばあちゃんには、もっともっと長生きし
てもらいたいと思っています。そして、ひいおば
あちゃんの入れ歯のおそうじもお手伝いしたいで
す。がんばります。

私は、小さい頃、にこっと笑うと歯ぐきが見え
る、歯ぐきちゃんでした。むし歯も無かったし、
毎日毎日、しっかりと歯をみがいていました。お
母さんやお父さんがしあげみがきをしてくれると
きは、
「ガシャンガシャーン次は、奥歯駅でーす。」
などと言って、楽しみながらやってくれました。
でも、三年生の七月九日。友達と、朝休みに、
ジャングルジムのてっぺんで、ジャングルジム鬼
ごっこをやっていました。私は、鬼が数えている
間に、逃げようと思っていたのですが、鬼が三秒
数えた頃には、もう、ジャングルジムから落ちて
いたそうです。すぐに救急車で運ばれましたが、
痛くて、痛くてたまりませんでした。お医者さん
に見てもらうと、上の歯六本が歯ぐきの中に入
り、上あごの歯そう骨が骨折、下の前歯（生えた
ばかりの大人の歯）二本が折れて、神経むき出し
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「年をとっても」

江東区立数矢小学校 ６年 伊藤 海音

になっていたそうです。血がだらだら出ていたの
でご飯なんて、もちろん食べられませんでした。
だから、ジュースやお茶など、五種類ほどの飲み
物だけでした。それだけでも、五時間くらいかけ
て飲んでいました。なぜかというと、見た目で
は、上の方が、痛そうと思われていたのですが、
私は神経むき出しになっていた下の歯二本がすご
く痛かったからです。お母さんが、
「むし歯より痛いよ、それは。」
と言っていました。その時、毎日しっかりみがい
ていた歯なのに、どうして、こんな痛い目にあっ
てしまったんだろう、なんでジャングルジムに
乗ってしまったんだろうと、とても後悔しまし
た。でも、今では全く後悔なんてしていません。
私の周りには、たくさんの人がいました。当時の
担任の先生は、何度もおみまいに来てくれまし
た。その学年から来た、校長先生や副校長先生と
も、たくさん話をすることができました。いつも
来て、私とお母さんの服を持って帰り、洗ってく
れた家族もいました。すっごくうれしかったで
す。ありがたいなぁと思いました。歯から、こん
なにいい気持ちが得られるなんて、ビックリしま
した。落ちた日から一週間過って、手術が行われ
ました。初めての手術だったので、少しドキドキ
したけど、
「寝に行くだけだよ。」
とお母さんが言っていたから、本当にそう思っ
て、手術室に入りました。それからは、よく覚え
てないけど、終わってから、先生が来てくれまし
た。全身麻酔だったので、完全には起きてなかっ
たけど、少しぼやけた目で、見えました。その
時、ホッとしました。何日か過つと、ペースト状
の物も食べられるようになり、「おいしい」とい
う感覚がもどってきました。最高の気分でした。
退院してからも、たくさんの人にお世話になりま
した。学校の友達にも、すごく気を使ってもらっ
たし、感謝だらけでした。その間、色々な歯科に

通っていました。そして、私が、
「自分の歯を元の位置に手術できないの？」
と言ってから、当時の歯で矯正できるか、検査が
始まりました。幸い、神経が死んでなく、矯正す
ることが決まりました。まだ矯正中ですが、口を
閉めても、閉じなかった歯が、今では閉じるよう
になりました。前歯で噛めるようになりました。
手術後は、将来、インプラントだと言われてい
た歯が、今はこうして、自分の歯で生活してると
思うと、周りの人が、たくさん、うごいてくれ
て、私のために、色々してくれて、感謝の気持ち
でいっぱいです。そんな、色々な気持ちがこもっ
た歯を、ずっと、ずうっと大切にしていきたいで
す。

先日、仙台のおばあちゃんが、
「自分の歯で食べられることは幸せなことなんだ
よ。その食べ物の、本当のおいしさも、自分の歯
でないと、わからないんだよ。」
と、教えてくれました。その時私は、ふーん、そ
うなんだ。と、軽く聞き流してしまいましたが、
改めて考えてみると、自分の歯ではない「入れ
歯」で食べることを想像すると、例えば弾力のあ
るおもちや、サクサクしたスナック菓子などに
は、食べ物固有の食感があるのに、入れ歯では、
その食感が楽しめません。また、硬いものは食べ
づらく、食べ物を味わう余裕がなくなります。こ
れがおばあちゃんが、私に言いたかったことかな
と思い、歯の大切さを、しみじみ感じました。
私は大人になって、自分の子供や孫と一緒に、
おいしいものをいっぱい楽しみたい！という目標
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母との約束

杉並区立杉並第一小学校 ６年 宮内 そら

ができました。しかし、私の歯の間には、すき間
が無く、歯ならびが悪い部分もあるため、歯みが
きがやりづらいのですが、おばあちゃんの言葉を
忘れないようにして、ていねいな歯みがきを続け
たいです。
また、私が大人になったら、自分の子供や孫に
おばあちゃんの話を聞かせようと思います。
以前、私の父が、
「口から入ったモノは、体内に取り込まれ易いの
で、歯をしっかりみがかないと、口の中の雑菌
が、体の中で悪さをするぞ。」
と、教えてくれました。
後日、父が新聞だったか、雑誌の記事を指さし
ながら、
「ほらね。特に。お年寄りは、歯みがきをしっか
りしないと、肺炎を引き起こすケースが少なくな
いって書いてある！」
と、じまんげに話をしてきた記憶があります。そ
の夜は恐くなって、念入りに歯をみがいたのを覚
えています。
子供のころから、しっかりした歯みがきをマス
ターして、大人になっても、おばあさんになって
も、自分の歯を失ったり、歯みがきをしっかりせ
ずに、病気にならないように、努力をしていきた
いです。
話は変わりますが、私の学校でも、歯に関する
さまざまな活動を行っています。
特に六月は、歯を大切にすることを目標として
います。先日、歯の集会がありました。そのとき
私は、六年間むし歯ゼロということで表彰されま
した。とてもうれしかったです。
私は、六年生になってから、健康委員（旧保健
委員）になり、かむことの大切さを歌った、「カ
ムカムロック」を集会で踊りました。また、カム
カムロックは、「好ききらいを言わずに、よく噛
んで食べよう！」や、「あふれだすだ液は健康の
源」という、歯などに関係深い歌詞が多く出てき

ます。
一年生も楽しそうに踊って歌ってくれました。
この活動を通して、全校のみんなが、今まで以上
に歯を大切にしようという意識を持てたと思いま
す。
この他にも学校の活動として、給食室の前に
は、「ひみこのはがいーぜ！」という標語が貼っ
てあり、一文字づつめくると、「ひまん防止」

み

や、「味覚の発達」といったことが書いてありま
す。また、実際の給食では「カミカミメニュー」
で、イカが出されたりしました。みんなでよく噛
んでおいしくいただきました。
最後になりますが、最近、学校で歯の矯正きぐ
をつけているお友達が多くなってきた気がしま
す。
それだけ多くの人が、歯の大切さを意識してい
るのだと思います。
私は、おばあちゃんの言葉と父の言葉や「カム
カムロック」の歌詞などを忘れないようにし、て
いねいな歯みがきを心がけて、自分の歯を大切に
し、私の目標が達成出来るようがんばります。

「お母さん、今日もみがいたよ。」
これが私の「ただいま」に続く言葉です。小学
校に入った時、私は母とある約束をしました。そ
れは、自主的に給食後の歯みがきをするというこ
とでした。
今、私は六年生。母との約束を守り続け、むし
歯は一本もありません。
六年間続けていると、色々な思いをします。
「なんでやっているの」と聞かれたり、「まだ続
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歯はかけがえのない大切な宝物

杉並区立方南小学校 ５年 山本紗矢香

けているの」と言われたりした時はとてもはずか
しくなります。しかし、中にはほめてくれる先生
や、一緒に歯みがきを始める友達もいて、そんな
時はとてもうれしい気持ちになりました。高学年
になった今、学校で過ごす時間は一日の約三分の
一にもなります。その間、口の中の清潔を保つに
は給食後の歯みがきが欠かせません。周りの人に
左右されず、自分のために歯みがきを続けること
が大切なのだと思います。
歯は命。歯は、命をつなぐ食べ物を体に取り入
れる最初の重要な器官です。学校の給食や母の作
るおいしいご飯、全ての食べ物を自らの歯でかみ
しめる。生きていくのに大切な経験を自分の歯で
味わいたいと思います。
どんなに医学が進歩しても、年と共に増える白
髪やしわ、内臓のおとろえは、自分の力では止め
られません。しかし、歯は、自分の努力次第で年
をとっても丈夫なまま保つことが出来ます。
私は、おばあちゃんになっても大好きなおせん
べいを元気に食べていたい。そのために、一年生
の時に母と交わした約束を一生の約束として、こ
れからも自分の歯を大切に守っていきたいと思い
ます。

歯医者さんは、むし歯になってから行く所だと
思っている人が多いと思いますが、本当は痛くな
くてもむし歯はないと思っている人でも歯医者さ
んに行った方が良いそうです。そうすればもしむ
し歯ができていたとしても、ごく軽いうちに発見
でき、治すのも簡単です。
「歯みがき」という言葉を聞くと歯の表面をゴ

シゴシこすればきれいにみがけている感じがしま
す。しかし、本当はこすってもみがけていないの
です。だから歯医者さんは「はみがき」と言わず
に「ブラッシング」などとよんでいるそうです。
ブラッシングの目的は、食べかすを取る事よりも
歯についたプラークという細きんを落とす事なの
です。
プラークには、たった一グラムの中に四千億個
もの細きんがいます。歯ブラシを使う意味もそこ
にあるのです。
むし歯になって歯にしげきを与えても甘い、か
ゆい、冷たいなどは感じなく、すべて痛いと感じ
ます。たんこぶなどは、はれる事によって痛みを
やわらげますが、歯の中は、はれる事ができず、
中であつ力が高まってズキンズキンと痛くなるの
です。
歯の見えている所はほんの一部分で、あとは歯
ぐきに深くうまっていて物をかむ時は体重と同じ
くらいの力がかかるので、歯ぐきはその力をやわ
らかく受けとめるクッションの役目をしたり、歯
がグラグラしないように支えている大変な力持ち
なのです。
歯には、それぞれ役わりがあります。大きゅう
歯はすりつぶす事が出来ます。犬歯はひきさく事
やくいちぎる事ができ、切歯はかみ切る事、小
きゅう歯はくだく事ができます。
また、よくかまないと胃を悪くしたり、むし歯
や歯ぐきの病気、あごの骨の育ちや歯並びが悪く
なるなど、体にえい響が出てきます。そのため体
が大きくなれなかったり頭もよくならないと言わ

こう

れているそうです。かむという行いは、生きるた
めにとても大切な事だと分かりました。
歯みがきをする時は、小きざみに細かく動か
し、横は直角にあて、きゅう歯の上面は横みが
き、前歯のうらはたてみがき、歯ぐきは歯ブラシ
をななめにあてて軽く横に小きざみに動かすのが
より効果的だそうです。
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歯の大切さを知る

杉並区立方南小学校 ６年 赤崎 紗楽

私は今まで親に仕上げみがきをしてもらってい
たので、今むし歯がありません。人は生まれてき
た時は歯がないので、むし歯きんもありません。
虫歯きんは、むし歯になっている人のだえきから
うつるそうです。だから、自分が子供の世話をす
る時は、仕上げみがきをしたり、子供にむし歯き
んがうつらないように気をつけたいと思いまし
た。
乳歯には、歯が生え変わる時のために、場所を
とっておく役目もあります。それに、
「乳歯は生え変わるから、むし歯になっても大丈
夫。」
と思っているとむし歯になっていた歯が生え変
わっても、むし歯きんは口の中に残っているの
で、やわらかい乳歯や生えたての永きゅう歯がむ
し歯になりやすいそうです。
私は、歯医者さんからあごが小さいため、生え
てくる歯がすべておさまらず、歯並びをきょう正
する事になると言われたので、固形物をよくかむ
ようにしました。最近、三本並んでいた乳歯が
次々とぬけ、その乳歯は少しむし歯になりそうで
した。そしてすぐ永きゅう歯は生えてこないの
で、かむ事ができません。だから、歯がないと食
事の不便さや味わって食べれないと実感できたの
で、生えてくる永きゅう歯を大切にしたいです。
また、最近の研究で、ぬけた乳歯がきず付いた
神経などを再生させるための治りょうに乳歯の細
ぼうが利用できる事が分かったそうです。これか
らは、ぬけた乳歯を保存して研究が進み、色々な
治りょうに役立ち、今まで治すことのできなかっ
た病気が治せるように願っています。

私は歯ならびが悪くきょうせいをしています。
月に一度ずつ歯医者に行って検査することはとっ
てもめんどうくさいです。
そこで、なぜそれまでして歯並びをよくするの
かを考えてみました。思いうかんだのは、
①見た目を良くするため。
②食べ物をよりおいしく食べるためでした。とく
に私が注目したのは②です。
「歯」とはおもに食べ物をかむためだと思いま
す。それなのに歯がガタガタだとたしかに食べに
くくおいしくないかもしれません。そのために
「きょうせい」をしているんだと思いました。
でも、きょうせいをしていてなにより大変なの
が「歯みがき」です。ピースがあるためピースの
まわり、下、上、奥歯まできちんとみがかなけれ
ばなりません。今までむし歯になったことのない
私は、大人までむし歯がない歯を保つと決めてい
ます。しかし、ピースがあるのでむし歯になる可
能性が高いのです。だから、私はあることを自分
で決めています。それは、
一、毎日鏡を見て十分以上みがくこと。
二、歯は必ず朝、夜と一日二回以上みがくこと。
三、フロスは一日一回以上やること。
この三つのことを守って歯を大事にしていま
す。すると、歯医者さんに、
「きちんとみがけています。そのちょうし。」
と言われることがあります。
私はこの作文を書いて一つ重要なことがわかり
ました。それは、「歯」の大切さです。歯で食べ
物をかむことによって、食べ物が小さくなって消
化されます。その事によって体内に入っていき必
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歯は、一生の宝物

北区立滝野川第七小学校 ６年 渡辺 結女

要な栄養分だけをとって後は、はい出されます。
もし、歯がなくてかめなかったら大きいまま体内
に入ってしまい、お腹をこわしてしまうかもしれ
ません。だから歯はすごく大切なのです。また、
歯があってたくさんかむことによって太りにくい
と母から聞いたことがあります。たしかに、その
通りで母はいっぱい食べているけどあまり太って
いません。私はあまりかんでいないから太ってい
るのだと思いました。だから今度からは一口に二
十回ほど、かんでいきたいと思いました。
このように、歯にはたくさんのいいところがあ
ることを知ったので積極的に歯を大切にしていき
たいと思いました。そしてまた、
「歯、きれいだね。」
と言われたいです。私もしょう来子ども達の歯を
見てあげて、やさしく、
「きれいにみがけてるよ。がんばって。」
などと言える歯医者さんになれたらいいなと思っ
ています。そのために歯にはあまり関係ないかも
しれないけど、保健委員会の仕事もきちんと行っ
ていき、人体のことにも少しずつ興味をもってい
きたいです。
私は歯の大切さを教えてもらい、どれだけかむ
こと、食べることが大切か、また、自分のしょう
来まで決めてくれたすばらしい物だと実感するこ
とができました。

おいしい物が大好きです。きちんと、噛んで食
べられます。笑顔になるのが大好きです。大きく
て、真っ白い歯も笑います。
わたしが大きくなって、おばあちゃんになって

も、この二つが大好きでいられるか、自分の歯で
この二つの事を出来るか、今が大事です。
「食べたら、みがく。」
は、当たり前です。食べた後、みがいていない
と、歯がザラザラで歯みがきをして、ツルツルに
したいといつも思います。朝、昼、晩きちんと歯
をみがいているので、歯科検診で先生に、こう言
われました。
「この子は、きれいだ。」
しかも、口を大きく開けたらすぐに検診が終わ
ります。すると、
「はやっ」
とか、
「すごい、良かったね。」
と、友だちが言ってくれます。わたしは、うれし
くて、思わず笑います。満面の笑みで。
「中学へ行っても、そんな想いをしたい。うれし
くて、思わず笑みがこぼれるそんな喜びを忘れた
くない。」
このまま、痛くてつらいむし歯に、ならないで
いられるか、自分の歯を一生、使えるか。それは
今にかかっています。
これからも毎日、一生使う歯を朝、昼、晩キレ
イにしたいと、思います。いつまでも、真っ白く
て、大きな歯で幸せに生活したいです。痛くな
い、つらくない、そんな歯が、わたしの自慢の、
一生の宝物です。
大人になって、年をとっておばあちゃんになっ
ても、「歯は、一生の宝物」を忘れないで、歯を
大切にしていきたいです。
「食べる、笑う。」
は、幸せ。歯って、一生の宝物。
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明るい未来へつながる歯

板橋区立大谷口小学校 ６年 岩﨑 はな

むし歯の始まり

八王子市立城山小学校 ６年 須田 結子

私は、つくづく思います。「歯は一生のものっ
て言うけれど、本当なんだなぁ。キレイごとや子
供だましじゃないんだなぁ。」と。私はよく、す
ぐに疑ってしまうくせがありますがこの事に関し
ては一瞬たりと思ったことはありません。
私は小さい頃からムシ歯に関しては問題もなく
過ごしてきました。ムシ歯になった時も極々小さ
いものでした。
三年生の頃に矯正を始めました。みがきにくい
はずなのに、ムシ歯は一つもできませんでした。
はっきりと覚えている訳ではありませんが、きっ
と両親がきっちりと教えてくれたのだと思いま
す。
話は少し変わりますが、食べるという行為は一
生続くものです。その行為と切っても切れない縁
をもっているのが歯です。こう考えると、歯は一
生のものであるということを痛感します。
この一生続く行為と深い縁をもつ歯という歯車
と習慣づいたみがき方という歯車がちょうどかみ
合った時にきっと楽しい老後の生活が待っている
のだと思います。
では、具体的にはどんな事が挙げられるので
しょうか。私はじっくり考えた末、２つのことが
思い当たりました。
一つ目は、おいしい物を食べることです。この
世の誰もが、何が何でもおいしいものを自分の歯
でかんであじわって食べたいと思っているはずで
す。そのためには、歯が丈夫で健康でなければな
らないと思います。
二つ目は、自分の歯を見せて思いっきり笑った
写真を撮ることです。私はチアダンスをやってい

るので、思いっきり笑いたいという気持ちは他の
人に比べて何倍もあると思います。なぜ、チアダ
ンスと笑うことがつながっているのか。それは、
チアが人を元気にさせる競技だからです。踊って
いる人が元気で笑顔でないと、当然見ている人も
笑顔になれません。遠くの人にまで、笑顔が見え
るように歯を見せて笑います。私は、人が元気で
笑顔になってくれないようなチアはしたくありま
せん。近くの人から遠くの人まで、元気で笑顔に
なってくれるようなチアがしたいです。そして、
そのようなチアをやるにはやはり歯が丈夫で健康
でなければならないと思います。
明日のため、明日後のため、十年後のため、二
十年後のため、三十年後のため、さらには老後の
ためにはやはり、しっかりとはみがきをして、一
生のパートナーである歯をずっと丈夫で健康なも
のにします。
そうすればこれから先、味気がなく喜びをしっ
かりとかみしめることのない人生なんかではな
く、味気があり喜びをしっかりとかみしめること
のできる人生の道が明るく、障害物のない真っす
ぐな一本道へと変わり、開けてくるのではないか
と私は思います。

「では、この前の歯科検診の知らせを配りまー
す。」私はこの時、少し不安だった。あの時明日
が歯科検診だって覚えてればちゃんとみがいてた
のに…検診の紙をもらい、ドキドキする。いっき
にその紙を見た時、私はショックを受けた。なん
と紙には、「異常ありむし歯になりそうな歯」と
書かれていた。「あぁ～やっぱりだ～。」と私は
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歯はなくてはならない
大切な体の一部

府中市立白糸台小学校 ６年 佐藤菜々香

ショックのあまり、ひざまずきそうになった。数
日後、学校の後に、お母さんと妹と三人で、近く
の歯科に車で行った。その日はあまり混んでいな
く、待合席にはだれもいませんでした。妹は、歯
に、むし歯っぽい歯があったので、私と一緒に見
ることになったのです。
しばらく本を読んでいると、向こうの方で「須
田さーんおまたせしましたー。」といわれたの
で、あわてて本をかたずけて、診察室に行きまし
た。
いすにすわって、まずは口の中をうがいしまし
た。つぎに、はみがきの勉強をしました。最初に
いつも自分がどんな風にみがいているのかを確認
しました。それで、ダメなみがき方をここはこう
するんだよ。と教えてもらったり、その良いみが
き方を、自分でやったりしました。
すると、一緒にいた助手さんが、はなれて、ど
こかに行ってしまいました。私はこの歯科によく
来ているので、「あぁ、先生を呼びに行ったな。」
と思った時、先生が来て、「はーいお母さん来て
下さい。」といいました。妹がとなりにいて、お
母さんが妹を見ていたので、すぐにお母さんは来
ました。これからちゃんとした診察が始まりま
す。お母さんと先生で私の歯の話をして、先生が
私の歯を見てここがむし歯になりかけとか、ここ
は永久歯だからどうのこうのなど…。
そして最後には先生の名言のようにこう言いま
した。「まだむし歯のなりかけなので、そんなに
多くはこなくてもいいですけど、なりかけですの
で、家でね？お母さん。ちゃんとみてもらって、
しあげはみがきをして下さい。むし歯にならない
ようにして下さいね？ちゃんとみがかないとむし
歯になるからね！。」私は、すごく説得力がある
なぁと思って、ちゃんと聞いていました。
私はまた待合室で本を読みながらお会計を待っ
ていました。本を読みながらも、こう思いまし
た。これからはむし歯にならないようにちゃんと

教えてもらったとおりに、ていねいにていねいに
みがかなきゃ！と。
それからちゃんとみがくようにしました。舌で
歯をさわると、ちゃんとみがいたおかげか、ツル
ツルになっていました。でも、油断はきんもつな
ので、今でもていねいにみがいています。

歯は、今私たちにとって
「あってあたりまえ」
になっています。でも、もし歯が全てなくなった
ら、私たちのふだんの生活はできるでしょうか。
私は、歯の役割や、もし歯がなかったら、私たち
の生活はどうなるか調べ考えてみました。そし
て、歯の役割は主に五つに分けられることが分か
りました。
歯の役割の一つ目は、
「物をかむこと」
です。食べ物をかんでのみこみやすくしたり胃や
腸での消化を助けたりします。もし歯がなくて、
この役割がなかったら、胃や腸の消化がしにくく
なり、栄養を取りにくくなってしまいます。
歯の役割の二つ目は、
「味わうこと」
です。味は舌で感じるものと思われていますが、
歯ごたえ、歯ざわりも味わうことの一つなので、
歯も味わうことを助けることになります。それ
に、もし砂などが知らない内に口に入ってしまっ
てもかたさで分かります。もしこの役割がなかっ
たら、砂などを気づかない内に食べてしまい、具
合が悪くなってしまうかもしれません。歯には、
食べ物を消化しやすくしたり、歯ごたえ・歯ざわ
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りで味わうことを助けたりする役割があります。
歯は、食べ物を食べるためになくてはならない存
在です。
歯の役割の三つ目は、
「話すこと」
です。歯にも、くちびるや舌と同じように発音を
助ける役割があります。私たちが会話できるの
は、言葉がしゃべれるのは、歯があるからこそ、
できることなのです。歯がないと言いたいことも
言えず、伝えたいことも伝わらなくなってしまい
ます。話すことができなくなると、私たちのふだ
んの生活はやりにくくなってしまいます。
歯の役割の四つ目は、
「力を出し、バランスをとること」
です。みなさんは、スポーツをしたときに、歯を
かみしめたことはありませんか。歯をかみしめる
と、力を出しやすくなります。そして、バランス
をとることができます。もし歯がなかったら、ス
ポーツで力を出したり、バランスをとって立った
りすることもできなくなってしまいます。
最後の五つ目は、
「表情を豊かにすること」
です。笑顔やおこった顔、ないた顔も、歯がある
からこそできます。もし歯がなかったらたくさん

の表情を使って、気持ちを表すことができなく
なってしまいます。
歯には、食べ物を食べるため以外にも、話しを
したり、バランスをとったり、表情を豊かにした
りする役割があります。歯は、私たちのふだんの
生活にとても大切なものなのです。この他にも、
歯には一本一本役割がたくさんあります。今しょ
うかいした役割や、他の役割にも、歯は私たちの
生活を助ける働きがあることが分かりました。歯
も、人間のように、一本一本大切な役割があり、
たったの一本失うだけでもとても大変なことなの
です。
このように、歯は、私たちにとって
「あってあたりまえ」
ではなく、
「なくてはならない、大切な体の一部」
なのだと思います。だから、一本一本大切な役割
のある歯を、大切にしようと私は思いました。歯
のみがき方を工夫したり、定期的に歯医者に行っ
たりして、自分の歯を大切にしたいです。みなさ
んも、自分にある
「なくてはならない大切な体の一部」
その一本一本を大切にしてみませんか。
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「歯は大事である」
普段は歯があるのが当たり前であまり感じてい
なかったこのことが、最近身に染みて思うように
なった。それは今年の三月に自分の前歯を折って
しまったことがきっかけである。
その日、母は用事があり家にいなかったので、
祖母の家に夕食を食べに出かけていた。そしてそ
の帰り道、急な坂を自転車で下っている途中に片
手でブレーキを握ってしまったため、前輪だけが
止まり、後輪が持ち上がってそのまま顔を地面に
打ちつけた。起き上がるともう自分の口にいつも
あるはずの歯の感覚がなくなっていた。口からは
血がだらだら出てきて、私はあわてて泣きながら
祖母の家に戻った。
そこでさらに私は自分の歯を鏡で見てショック
を受けた。なぜなら歯が半分ほどなくなってし
まっていたからだ。それに加え、舌で触ると残っ
た歯もぐらぐらしてしまっていた。
そしてその後、夜でもやっている歯医者を探し
て、そこへ車で向かった。歯医者では「私の歯は
どうなってしまうのだろう。」という恐怖と不安
でどんな治療を受けたかはあまりよく覚えていな
いけれど、家に帰ってから鏡で自分の歯を見たと
きの感激は今でもよく覚えている。歯に血がこび
りついていたけれど、なくなったはずの歯が接着
剤でもとと同じような形になっていたのだ。しか
し形は戻っても、私の生活はがらりと変わってし
まった。
やはり一番大きく変わったのは食事だ。前歯は
自分が思っていたよりも使うもので、できるだけ
使わないようにしようと意識すると、噛む回数が
少なくなり、その噛む力も弱くなってしまった。

そのため、食べることができるのはやわらかいも
のに限られてしまった。噛むことに精一杯で、美
味しさなど分からず、まるで無理やり食事をして
いるようだった。
私はもし前歯がなくなっていたらずっとこのよ
うな生活を続けなければならなかったのかと考え
てとても不安になった。そして私はもう歯を失い
たくない、そう思い、歯のことについて興味を持
ち始めた。そこで調べるうちに歯を失う原因とし
て一番多いのが、歯周病とむし歯だということを
知った。しかしこの二つは予防ができるというこ
とも分かった。
まず一番大切なのは、しっかりとした正しい歯
みがきだ。歯周病もむし歯も、おもに歯垢が原因
で起こる病気だ。しかしいくらしっかり歯みがき
を行ってもみがき残しは残ってしまう。そんなと
きには歯垢染色剤などを使えばみがき残しの部分
を見つけることができる。そして、日常的に行え
るうがいや、よく食べ物を噛んで食べるというこ
とも予防につながる。そして私たちには分からな
い歯の変化を定期的に歯医者で検診を受けていれ
ば、歯周病やむし歯になっていても早期発見、治
療をすることができる。こうした日々の些細なこ
とから大切な自分の歯を失うリスクを減らすこと
ができるのだ。
歯は大事なものだが、私たちはそのことをつい
忘れてしまう。私は今、多くの先生方のおかげで
もとと同じような白い歯を取り戻している。しか
しぶつけてしまった衝撃で神経が弱ってしまって
いるため、今でもおせんべいなどのかたいものは
前歯では噛むことができない。だから私は健康な
自分の歯を持っているということが、とても幸せ
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動物を通して気づく歯の大切さ

文京区立本郷台中学校 ２年 小山 貴也

なことなのだと実感している。もうこの歯を失わ
ないために一日三回の歯みがきを丁寧に行うよう
になった。私は歯の大切さをあまり感じていない
人にも、そのことを私のように失ってしまう前に
気付き、まずは意識することから始めてほしいと
思う。
歯は自分で守れるものだから、これからも自分
の歯で一生美味しいものを食べていきたいとこの
経験を通じて強く感じた。

テレビをつけると、とある動物園で飼育員がカ
バの歯を磨いていました。どうやら毎年むし歯予
防デーに行う行事らしいです。気持ちが良いの
か、カバは自分から口を開けて飼育員が磨くのを
待っていました。しかし、カバの歯はあまりにも
茶色く、むし歯のようでした。そこで、一つ疑問
に思うことがありました。「動物はむし歯や歯周
病などになるのか」ということです。人間のむし
歯ならよく話に聞きますが、動物のむし歯はあま
り耳にしません。調べてみると、様々なことがわ
かりました。
実は、むし歯や歯周病は、文明病です。火を利
用し、農耕などの技術を確立したことにより、む
し歯が人間の歯に発生するようになりました。ま
た、十六世紀頃になると砂糖が世界中に流通し、
むし歯が世界で大流行しました。むし歯は柔らか
い食物や甘い食物を食べることによって発生しま
す。すなわち、人間が食物を加工することが原因
で人間にむし歯ができてしまうのです。ところ
が、野生の動物は自然の食物を食べているので、
歯を磨かなくても食物の繊維などの硬さである程
度歯が削られてむし歯になりにくいらしいです。

しかし、動物園の一部の動物は人工的に加工され
たりした餌を食べているので、むし歯になってし
まうこともあるらしいです。ある動物園のチンパ
ンジーは、お客さん達からお菓子をもらいすぎ
て、むし歯になってしまい死んだという話を耳に
した記憶があります。
しかし、チンパンジーの話には少しひっかかる
点があります。「動物はなぜむし歯になっただけ
で死んでしまうのか」ということです。どうやら
それは、「食物を食べることができないため」で
あるようです。この話を聞くと、人間、動物問わ
ず、歯の大切さがわかってきます。入れ歯の人（つ
まり人間）は「不便であり、また食事が楽しくな
くなる」などということが起きてしまいますが、
野生の動物は歯がないと直接「死」に至ってしま
います。人間の歯（本物）は人生を楽しませた
り、生活を便利にする（勿論、生きていく上でも
必要ですが、義歯という替わりがあります）存在
ではありますが、動物にとっての歯は、命と同じ
といっても過言ではないのではないでしょうか。
ただ食べて生きるために必要ということだけで
なく、勿論人間にとっても歯は大切です。歯で物
を噛むことによって、脳が活性化したり、唾液が
出て、胃や小腸などの消化も助けます。たとえ
ば、歩くことができず室内にこもっていたある老
人が、入れ歯を作ったおかげでたちまち元気にな
り、歩けるようにもなったという話も聞いたこと
があります。このように歯は、人間が生きていく
上で、大切な役割をしているのです。
人間の歴史の中で、「義歯」が開発され、今や、
本当の歯と見分けがつかない程、精巧になってき
ました。でも、義歯は最終手段であって、やはり
自分の歯で生活することが何よりだと思います。
食べものもより美味しく感じられるでしょうし、
歯をくいしばる時も力の入り方が違うと思うので
す。なので、僕は人間が生みだしたもう一つの
「歯磨き」という技術を大切にしていきたいと思
います。おじいさんになっても、自分の歯で楽し
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最高のプレゼント

渋谷区立原宿外苑中学校 ２年 屋敷 南

く生活できるように、今からきちんとした「歯磨
き」を心がけていきたいと思います。
この作文を書いて、歯について色々と調べ学べ
たおかげで、自分の歯がいかに大切かということ
を改めて知ることができました。自分の歯を大切
にすると共に、もっと多くの人に歯の大切さを理
解してもらえたらいいと思います。

「プロフェッショナルとは何ですか？」
私の好きな番組にこのような質問をゲストに投
げかけるコーナーがある。プロフェッショナルな
人達が答えを知っている。答えを見つけられた人
が言える答えだ。ただ、えらい人が見つけられる
訳でもない。努力した人が見つけられる答えだ。
その中で、私が将来の夢としている助産師の一言
があった。
「プロフェッショナルとは、いつも最善を尽くし
ている人の事だと思う。」
これを聞いて私はふと思った。私は歯に矯正を
付けている。今まで私は矯正を付けている時、こ
れは歯をきれいに並べるだけのものだと思って付
けていた。しかし、本当は最善を尽くしてくれた
たくさんの先生への、両親への恩返しをしている
のだと…。その先生のプロフェッショナルな想い
が私の歯一本一本につまっているのだと…。だか
ら、プロフェッショナルな人というのはテレビや
新聞に出るような人だけではない。自分の仕事に
自信を持ち、最善の力で最善まで人と向きあえる
人のことなのだ。
先ほど言ったが、私の夢は助産師だ。助産師
は、生まれてくる赤ちゃんを最初に抱きあげる。
その赤ちゃんには、もちろんまだ歯は無い。しか

し、口の中の歯ぐきの中ではもう歯の種がうまっ
ている。この歯は、八十歳、九十歳、百歳まで一
生を共にするパートナーだ。要するに、このう
まっている小さな種をどのように扱い、大切にし
ていくかで未来の歯の在り方が変わるのだ。歯に
取り扱い説明書は無い。ただ、自分なりの説明書
を生えていくうえで作っていき、未来の歯を育て
るのだ。
「歯の在り方」を言った理由には訳がある。私
の母はニュースなどでスポーツ選手や芸能人が話
すのを見てよく、
「この人は歯ならびがきれいね。」
「この人、歯がもったいないわね。」
などと言う。そんな所見なくてもいいのにと思っ
たこともあったが、これこそが歯の在り方なの
だ。歯は表向きに堂々としている訳でもないが、
このように人の印象をがらっと変えてしまうもの
でもある。そんな特別なパートナーとはまた違
う、体の一部としての在り方もあるのだ。
歯には、大好きなものをおいしく味わえるとい
う魔法の力も持っている。ただそれだけと思う人
もいるかもしれないが、それだけではない。
先ほど祖母から荷が届いた。中には私の大好物
のおもちがたくさん入っていた。おやつに、妹と
母とでおいしく食べた。このおいしいと思う気持
ちは、「歯でかむ」という動作がないと生まれて
こない。おかげで、魔法の力は存分に発揮され食
卓の笑顔となった。そして、「歯でかむ」という
動作があるからこそ、人間は日々生活できるとも
いえる。
明日は、妹の誕生日だ。妹の笑顔を想像してプ
レゼントを包んでいる時、あることを考えてい
た。最善を尽くしてくれた、尽くしてくれている
方達への最高のプレゼントは何なのだろう。一番
喜んでくれるプレゼントを渡すにはどうすれば良
いのだろうか…。
笑顔だ。最高のプレゼントは笑顔だ。プロフェッ
ショナルな先生方の努力の結晶が真っ白なきれい
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家族の歯の事情

練馬区立光が丘第三中学校 １年 日野 真優

な歯になって、この矯正器具がはずれて、痛かっ
たことやつらかったことがはじけるような笑顔
で、
「ありがとうございました。」
と言える日が、私からのプロフェッショナルな先
生方への最善であり最高のプレゼントになること
だろう。

ある日の夕方。妹が歯医者から帰ってくるな
り、「見て‼」と言いながら、大きく口を開けて
きた。私がのぞきこんで見ると、上の前歯の裏に
安全ピンのような金属が張りめぐらされていた。
私は思わず息をのんでしまった。
妹は小さいころから、上の前歯と下の前歯のか
み合わせが反対になっていて、下の前歯が上の前
歯より、前にきてしまっている。母はその見た目
を気にして、矯正をした方が良いのかずっと迷っ
ていた。しかし、歯医者さんに「見た目よりも、
もっと大事なことがあります。」という話を聞
き、矯正することを決めたそうだ。そのもっと大
事なことというのは、上下が逆のかみ合わせのま
ま年をとっていくと、歯に負担がかかって歯がだ
めになってしまうそうだ。「八十歳までに二十
本、自分の歯を保とう‼」という８０２０運動がある
が、妹のかみ合わせのような場合、八十歳の時に
二十本以上残っている確率は、とても低く、正し
いかみ合わせの場合と比べると、大きな差が出て
しまうということだった。
私はその話を聞くまで、歯はむし歯にさえなら
なければ、良いと思っていたが、他にも歯ならび
やかみ合わせなども、歯を大切にするために、重
要なことだと分かって、とてもびっくりした。

妹は矯正器具を付けてすぐは、歯が痛いと言っ
てつらそうだった。矯正に慣れてからも食べ物が
つまったり、「さしすせそ」が上手に言えなかっ
たりして、とても大変そうだ。でも、将来のため
なので、早く正しいかみ合わせになるといいなと
思う。
私自身は、家族の中でただ一人、生まれてから
一度もむし歯になったことが無い。なぜむし歯に
ならなかったというと、三歳ぐらいまで母が気を
つけて、チョコレートやあめなどの甘いものを食
べさせなかったことや、赤ちゃんの頃から毎日、
母が歯みがきをしてくれていたからだと思う。自
分でみがくようになってからも、仕上げみがきを
してもらっていた。
父や母が子供の頃は、今のようなむし歯予防を
言われていなかったので、親に仕上げみがきをし
てもらった記憶が無いそうだ。
母は最近、おく歯を一本抜かれてしまった。ず
いぶん前に、むし歯で治りょうをした歯がまた悪
くなって、抜かなくてはいけなくなったそうだ。
抜く時は、口の中で歯を二つに割って、とても怖
かったと話してくれた。大事な永久歯を一本失っ
たことを、とても悔やんでいた。抜いてからしば
らく、一本歯が無い状態で、「歯が一本無いだけ
で、食べ物がおいしく感じられない。歯は本当
に、大事にしなさい。」と、私は何度も言われた。
むし歯の治りょうは怖そうだし、今まで一度も
むし歯になったことが無くて、本当に良かったと
思う。むし歯予防に気をつけて、今まで良い歯を
育ててくれた母に、感謝するべきだと思った。
私は、これからもしっかりと歯をみがいて、一
本もむし歯にならないように、気をつけていこう
と思う。

平成２５年度 歯の作文
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歯と口の健康習慣キャンペーン

足立区立谷中中学校 ２年 岩浪澄々加

歯について、そんなに興味はありませんでした
が、そんな私が歯を気にするようになったきっか
けは、保健委員会の活動で「歯と口の健康習慣
キャンペーン」をすることになったことでした。
今までのクラスのみんなは、給食後にうがいさ
えもしないで、そのまま昼休みを過ごしていまし
た。それがいつもの生活になっていたときに、こ
の「歯と口の健康習慣キャンペーン」が始まった
のです。
各クラスの保健委員は、キャンペーン中毎日、
給食が終わる前に「ブクブクうがい、又は歯みが
きをしてください。」と呼びかける活動をしまし
た。
私が保健委員として給食後のブクブクうがいと
歯みがきを呼びかけると、クラスのみんなの給食
後の行動が変わり始めました。
私がひと言呼びかけをするだけで、クラスのみ
んながブクブクうがいをしたり、歯をみがくなど
動いてくれて、びっくりしたし、とてもうれし
かったです。そして、みんなが歯を意識してくれ
ているとわかって、がんばって呼びかけをして良
かったと思いました。
歯は、食べたりするのに大切な体の一部だと思
います。しっかり歯みがきをしないとむし歯や歯
周病になってしまい、歯医者へ行くことになった
りと大変なことになってしまいます。
私は、このキャンペーンで、一人一人が少しで
も歯に興味をもち、歯の大切さなど、歯への考え
をもってもらえて良かったと思いました。
そして、このキャンペーンをとおして、私は歯

との関係があるものを、もう一つ発見しました。
それは、「ダンス」でした。
私は年長からバレエを習っていて、小六でダン
スを同時に習い始めました。中学生になってから
は部活との両立を考え、ダンスだけにしました。
ダンスが歯とどのような関係があるかという
と、踊っているとき、笑顔で踊るということがと
ても肝心なことになってきます。ダンスの先生か
ら「踊りがヘタでも最後は顔。表情だからね。」
と教えこまれました。
表情とは笑顔。そして白い歯。歯は清潔にしな
いと自分自身も、また、ダンスを見ている側の人
から見ても、あまりいい思いはしません。それ
に、踊っているとき、つい歯に強い力が加わって
しまうことがよくあることに気がつきました。そ
して、ダンスが何かと歯に負担がかかっているこ
とを改めて感じました。
「プロダンサーに歯がボロボロの人はいない。」
私の将来の夢は、テーマパークダンサーになる
ことです。夢の実現のためには、自分自身の歯を
大切にすること。それは今から実行しても遅くは
ありません。
私が保健委員として活動した、歯と口の健康習
慣キャンペーンをきっかけに、私も歯についてい
ろいろと考えることができました。
給食後のブクブクうがい・歯みがきを呼びかけ
たら、クラスのみんなが動いてくれてうれしかっ
たこと、今まで深く考えずに踊っていたダンスと
歯の関係について改めて考えることができたこ
と。
歯と口の健康習慣キャンペーンは後期の保健委
員会でもおこなう予定です。みんな当たり前に
朝・昼・夜の歯みがきが大切と言いますが、今後
は、昼の給食後のブクブクうがい・歯みがきも当
たり前にできるように、保健委員として呼びかけ
など活動を続けていきたいです。
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１．学校歯科保健に関する大会・研修会・講習会の開催
⑴ 第４８回東京都学校歯科保健研究大会
⑵ 学校保健（学校歯科医）研修会（東京都教育委員会・東京都学校保健会共催）
⑶ ブロック別学校歯科医研修会（東京都学校保健会委託事業）
⑷ 学校歯科医基礎研修会
２．学校歯科保健に関する調査研究
⑴ 歯・口の健康づくりの推進
⑵ 学術委員会・学術研究委員会の開催
⑶ 地区学校歯科保健活動の実態把握と協力
⑷ 東京都学校歯科保健推進校（園）支援事業への対応
⑸ 学校歯科保健調査研究事業実施校選定への協力
⑹ 学校歯科保健調査研究事業実施校への協力
⑺ 各種大会・研修会・講習会におけるテーマ及び講師の検討等
⑻ 学校（幼・小・中・高・特別支援）歯科保健教育に必要な教材・資料の補充・作成
⑼ 学校歯科保健に関する文教施策への協力
⑽ 私立学校歯科保健活動への協力
３．学校歯科保健教育、保健管理の実践及び保健思想の普及向上
⑴ 東京都学校歯科保健優良校表彰
⑵ 歯・口に関する児童生徒の作文募集及び表彰
⑶ 島嶼児童生徒、特別支援児童等に対する保健指導管理
４．会誌・広報
⑴ 会誌・広報委員会の開催
⑵ 会誌・広報の発行
⑶ ホームページの運営
５．ブロック・地区支援
６．学校歯科保健功労者の表彰・顕彰
⑴ 学校歯科医３０年勤続者の表彰
⑵ 学校歯科保健功労者の表彰及び顕彰
７．歯と口の健康週間への協力
⑴ 歯科保健ポスターの作成
⑵ 関係地区の行事への協力
８．各種大会への協力
・第７０回学童歯みがき大会（歯科医師会館 ６／４）
・健康づくりフォーラム（都庁 １／１８）
・学校歯科保健調査研究事業連絡協議会（歯科医師会館）
・第６４回関東甲信越静学校保健大会・第６４回歯科職域部会（東京都 ８／１）
・第７７回全国学校歯科保健研究大会（熊本県 １０／１７～１８）
・第６３回全国学校保健研究大会・全国学校歯科医協議会（秋田県 １１／７～８）
・関東地区歯科医師会役員連絡協議会（千葉県 ７／２６）
９．東京都歯科医師会・東京都歯科医師連盟との連携
１０．学校歯科保健支援プロジェクト
１１．その他の目的を達成するために必要な事項
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平成２４年度収支計算書 平成２４年４月１日～平成２５年３月３１日まで

（単位：円）

科 目 予 算 額 決 算 額 差 異 備 考

Ｉ 事業活動収支の部
１．事業活動収入
特定資産運用収入 ［ ３０，０００］［ １３，２１３］［ １６，７８７］
特定資産利息収入 ３０，０００ １３，２１３ １６，７８７ 運営基金積立預金利息等
会 費 収 入 ［ ５１，６７５，０００］［ ５１，７２５，０００］［△ ５０，０００］
正会員会費収入 ５１，６５０，０００ ５１，７２５，０００ △ ７５，０００ ２５，０００円×２，０６９人
賛助会員会費収入 ２５，０００ ０ ２５，０００
事 業 収 入 ［ ４００，０００］［ ４００，０００］［ ０］
都学保受託収入 ４００，０００ ４００，０００ ０ ブロック別研修会
補助金等収入 ［ ９３６，４００］［ ９３７，６００］［△ １，２００］
都歯助成金収入 ５０，０００ ５０，０００ ０
日学歯交付金収入 ８２６，４００ ８２７，６００ △ １，２００ ４００円×２，０６９人
都学保助成金収入 ６０，０００ ６０，０００ ０ 学校保健（学校歯科医）研修会
雑 収 入 ［ １７０，０００］［ ２４１，９１８］［△ ７１，９１８］
受取利息収入 ２０，０００ １５，３１８ ４，６８２ 普通預金利息等
雑 収 入 １５０，０００ ２２６，６００ △ ７６，６００ 広告収入等

事業活動収入計 ５３，２１１，４００ ５３，３１７，７３１ △ １０６，３３１
２．事業活動支出
事業費支出 ［ ２７，３８９，６８５］［ ２６，０６３，３２９］［ １，３２６，３５６］
普及事業費支出 （ ７，９００，０００）（ ７，５４３，８５９）（ ３５６，１４１）
優良校表彰費支出 ７００，０００ ６８８，８２７ １１，１７３
作文関係費支出 ６００，０００ ５２３，２５９ ７６，７４１
島嶼支援対策費支出 ５０，０００ ４７，５７９ ２，４２１ 大島町教育委員会（図書購入）
会誌広報費支出 ５，４００，０００ ５，３９９，５４６ ４５４ 広報、ホームページメンテナンス等
功労者表彰費支出 ４００，０００ ３１０，９０５ ８９，０９５ 記念品、退職者賞状
歯科保健広報費支出 ６００，０００ ５１３，８３８ ８６，１６２ ポスター作成等
教材費支出 １００，０００ ３２，４５５ ６７，５４５ 書籍等購入
雑 支 出 ５０，０００ ２７，４５０ ２２，５５０
研究事業費支出 （ １０，５９１，０００）（ ９，８６１，７４７）（ ７２９，２５３）
大会費支出 ４，６４０，０００ ４，００２，７６７ ６３７，２３３ 第４７回都学歯大会
講習会費支出 ５００，０００ ４９８，４１８ １，５８２ 学校保健（学校歯科医）研

修会、基礎研修会
ブロック別研修費支出 ５６０，０００ ４９４，７９１ ６５，２０９
各種大会参加費支出 １，６４６，０００ １，６３７，３８０ ８，６２０ 全国学校歯科保健研究大会等
地区交付金支出 ２，０６５，０００ ２，０６０，０００ ５，０００ １，０００円×２，０６０人

負担金支出 １３０，０００ １３０，０００ ０ 健康づくりフォーラム等
雑給与支出 １，０００，０００ ９８９，２８０ １０，７２０
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科 目 予 算 額 決 算 額 差 異 備 考

雑 支 出 ５０，０００ ４９，１１１ ８８９
調査研究事業費支出 （ ７，３４８，６８５）（ ７，１４６，０２３）（ ２０２，６６２）
活動費支出 １，９６８，０００ １，８０１，５６９ １６６，４３１ ブロック支援・推進校支援等

学術研究費支出 １，５７４，０００�
� ７５６，６８５ ２，２９７，８５８ ３２，８２７ 学校歯科医の資料教材作成等

渉外費支出 ３，０００，０００ ２，９９６，５９６ ３，４０４
雑 支 出 ５０，０００ ５０，０００ ０
その他の目的達成
事業費支出 （ １，５５０，０００）（ １，５１１，７００）（ ３８，３００）

その他の目的達成
事業費支出 １，５５０，０００ １，５１１，７００ ３８，３００

管理費支出 ［ ２７，９７２，０００］［ ２６，７４３，８８９］［ １，２２８，１１１］
役員報酬支出 ２，２８０，０００ ２，２８０，０００ ０ 役員１９名
実費弁償支出 ２，３００，０００ ２，０９２，０００ ２０８，０００
給料手当支出 １０，０９２，０００ ９，９２６，７９１ １６５，２０９ 職員３名
福利厚生費支出 １，２００，０００ １，１９９，１７２ ８２８ 社会保険料等
会議費支出 ２５０，０００ ２４４，１２９ ５，８７１ 役員会、総会、評議員会
旅費交通費支出 ３，０００，０００ ２，８５４，１００ １４５，９００ 役員会、総会、評議員会等
通信運搬費支出 １，０００，０００ ８６８，７３９ １３１，２６１
消耗什器備品費
支出 ２，６５０，０００ ２，５６７，７２３ ８２，２７７ 机、椅子、棚購入、耐震対策等

消耗品費支出 ２５０，０００ ２４６，１０８ ３，８９２ 文房具等
修繕費支出 ９００，０００ ８００，０００ １００，０００ カーペット工事，電気工事等
賃借料支出 ６５０，０００ ６３６，６８５ １３，３１５ リース代、コピー機保守料
印刷製本費支出 ７１０，０００ ４８５，２５９ ２２４，７４１ 総会資料等
共益費支出 １，５４０，０００ １，５３８，４６０ １，５４０ １２８，２０５円×１２ヶ月（都歯）
慶弔費支出 １５０，０００ １１１，５００ ３８，５００ 香典代、生花代
諸謝金支出 ８５０，０００ ７７１，７５０ ７８，２５０ 会計事務所顧問料等
雑 支 出 １５０，０００ １２１，４７３ ２８，５２７ 振込手数料等

事業活動支出計 ５５，３６１，６８５ ５２，８０７，２１８ ２，５５４，４６７

事業活動収支差額 △ ２，１５０，２８５ ５１０，５１３ △ ２，６６０，７９８
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科 目 予 算 額 決 算 額 差 異 備 考

Ⅱ 投資活動収支の部
１．投資活動収入
特定資産取崩収入 ［ ０］［ ０］［ ０］

投資活動収入計 ０ ０ ０

２．投資活動支出
特定資産取得支出 ［ ２，６５９，４２０］［ ２，６５９，４２０］［ ０］
退職給付引当資産
取得支出 ２５９，４２０ ２５９，４２０ ０

基本財産引当資産
取得支出 １００，０００ １００，０００ ０

運営基金引当資産
取得支出 １００，０００ １００，０００ ０

名簿作成引当資産
取得支出 ２００，０００ ２００，０００ ０

特別事業積立金
取得支出 ２，０００，０００ ２，０００，０００ ０

投資活動支出計 ２，６５９，４２０ ２，６５９，４２０ ０

投資活動収支差額 △ ２，６５９，４２０ △ ２，６５９，４２０ ０

Ⅲ 財務活動収支の部
１．財務活動収入

財務活動収入計 ０ ０ ０

２．財務活動支出

財務活動支出計 ０ ０ ０

財務活動収支差額 ０ ０ ０

Ⅳ 予備費支出
７５６，６８５

― ０�
�△ ７５６，６８５

当期収支差額 △ ４，８０９，７０５ △ ２，１４８，９０７ △ ２，６６０，７９８

前期繰越収支差額 １１，６０９，１９０ １１，６０９，１９０ ０

次期繰越収支差額 ６，７９９，４８５ ９，４６０，２８３ △ ２，６６０，７９８
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（単位：円）

科 目 ２５年度予算 ２４年度補正予算 差 異 備 考

Ｉ 事業活動収支の部
１．事業活動収入
①特定資産運用収入 （ ３０，０００）（ ３０，０００）（ ０）
特定資産利息収入 ３０，０００ ３０，０００ ０
②会費収入 （ ５１，６７５，０００）（ ５１，６７５，０００）（ ０）
正会員会費収入 ５１，６５０，０００ ５１，６５０，０００ ０ ２５，０００円×２，０６６名
賛助会員会費収入 ２５，０００ ２５，０００ ０ １名科目存置
③事業収入 （ ４００，０００）（ ４００，０００）（ ０）
都学保受託収入 ４００，０００ ４００，０００ ０ ブロック別研修会分
④補助金等収入 （ １，０３６，４００）（ ９３６，４００）（ １００，０００）
都歯助成金収入 ５０，０００ ５０，０００ ０
日学歯交付金収入 ８２６，４００ ８２６，４００ ０ ４００円×２，０６６名
日学歯助成金収入 １００，０００ ０ １００，０００ 隔年 １００，０００円
都学保助成金収入 ６０，０００ ６０，０００ ０ 学校歯科医研修会分
⑤雑収入 （ １７０，０００）（ １７０，０００） ０）
受取利息収入 ２０，０００ ２０，０００ ０ 預金利息
雑収入 １５０，０００ １５０，０００ ０ 広告収入他

事業活動収入計 ５３，３１１，４００ ５３，２１１，４００ １００，０００

２．事業活動支出
⑴事業費支出 （ ３２，８６５，０００）（ ２６，６３３，０００）（ ６，２３２，０００）
①普及事業費支出 （ ８，１３０，０００）（ ７，９００，０００）（ ２３０，０００）
優良校表彰費支出 ７００，０００ ７００，０００ ０
作文関係費支出 ６００，０００ ６００，０００ ０
島嶼支援対策費支出 ８０，０００ ５０，０００ ３０，０００ 八丈町教育委員会・島嶼実態調査
会誌広報費支出 ５，５００，０００ ５，４００，０００ １００，０００
功労者表彰費支出 ５５０，０００ ４００，０００ １５０，０００ 記念品・退職者賞状・東京都歯科保健功労者
歯科保健広報費支出 ５５０，０００ ６００，０００ △ ５０，０００ ポスター作成等
教材費支出 １００，０００ １００，０００ ０ 本・DVD・CD購入
雑 支 出 ５０，０００ ５０，０００ ０
②研究事業費支出 （ １２，８３７，０００）（ １０，５９１，０００）（ ２，２４６，０００）
大会費支出 ５，０００，０００ ４，６４０，０００ ３６０，０００ 第４８回都学歯大会
講習会費支出 ５００，０００ ５００，０００ ０ 学校歯科保健研修会
ブロック別研修会費
支出 ６１０，０００ ５６０，０００ ５０，０００

各種大会参加費支出 ２，４８２，０００ １，６４６，０００ ８３６，０００

平成２５年度収支予算書 平成２５年４月１日～平成２６年３月３１日まで
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科 目 ２５年度予算 ２４年度補正予算 差 異 備 考

地区交付金支出 ２，０６５，０００ ２，０６５，０００ ０ １，０００円×２，０６５名（個人会員１名）
負担金支出 ６３０，０００ １３０，０００ ５００，０００ 関東甲信越静学校保健大会（東京）
雑給与支出 １，５００，０００ １，０００，０００ ５００，０００ パート職員２名（嘱託１名）

雑 支 出 ５０，０００ ５０，０００ ０
③調査研究事業費支出 （ ９，３４８，０００）（ ６，５９２，０００）（ ２，７５６，０００）
活動費支出 ２，０１８，０００ １，９６８，０００ ５０，０００ ブロック支援・教材資料作成等
学術研究事業費支出 ４，２８０，０００ １，５７４，０００ ２，７０６，０００ 学術研究委員会・味覚冊子作成
渉外費支出 ３，０００，０００ ３，０００，０００ ０
雑 支 出 ５０，０００ ５０，０００ ０

④その他の目的達成
事業費支出

（ ２，５５０，０００）（ １，５５０，０００）（ １，０００，０００）

その他の目的達成
事業費支出

２，５５０，０００ １，５５０，０００ １，０００，０００ 法人登記・各種委員会費用

⑵管理費支出 （ ２３，３５４，０００）（ ２７，９７２，０００）（△ ４，６１８，０００）
役員報酬支出 ２，２８０，０００ ２，２８０，０００ ０ 役員１９名
費用弁償費支出 ２，３００，０００ ２，３００，０００ ０
給料手当支出 ９，０６４，０００ １０，０９２，０００ △ １，０２８，０００ 正職員２名
福利厚生費支出 １，２００，０００ １，２００，０００ ０
会議費支出 ２５０，０００ ２５０，０００ ０
旅費交通費支出 ３，０００，０００ ３，０００，０００ ０
通信運搬費支出 １，０００，０００ １，０００，０００ ０
消耗什器備品費支出 １００，０００ ２，６５０，０００ △ ２，５５０，０００
消耗品費支出 ２５０，０００ ２５０，０００ ０
修繕費支出 １００，０００ ９００，０００ △ ８００，０００
賃借料支出 １，２５０，０００ ６５０，０００ ６００，０００ ５６，０７０円×１２ヶ月（都歯）
印刷製本費支出 ５００，０００ ７１０，０００ △ ２１０，０００
退職金支出 ０ ０ ０
共益費支出 ９１０，０００ １，５４０，０００ △ ６３０，０００ ７５，６９５円×１２ヶ月（都歯）
慶弔費支出 １５０，０００ １５０，０００ ０
諸謝金支出 ８５０，０００ ８５０，０００ ０ 会計事務所顧問料他
雑 支 出 １５０，０００ １５０，０００ ０ 役員登記・振り込み手数料他

事業活動支出計 ５６，２１９，０００ ５４，６０５，０００ １，６１４，０００

事業活動収支差額 △ ２，９０７，６００ △ １，３９３，６００ △ １，５１４，０００
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科 目 ２５年度予算 ２４年度補正予算 差 異 備 考

Ⅱ 投資活動収支の部
１．投資活動収入
特定資産取崩収入
退職給付引当資産
取崩収入 ０ ０ ０

特別事業積立基金
取崩収入 ０ ０ ０

名簿作成引当資産
取崩収入 ８００，０００ ０ ８００，０００ 新法人名簿・定款・規則集製作

投資活動収入計 ８００，０００ ０ ８００，０００

２．投資活動支出
退職給付引当資産
取得支出 ６４３，０４０ ２５９，４２０ ３８３，６２０

基本金引当資産
取得支出 １００，０００ １００，０００ ０

運営基金引当資産
取得支出 １００，０００ １００，０００ ０

名簿作成引当資産
取得支出 ２００，０００ ２００，０００ ０

特別事業積立基金
取得支出 ２，０００，０００ ２，０００，０００ ０ 大会事業準備等

役員退職慰労金
引当資産取得支出 ９５０，０００ ０ ９５０，０００

投資活動支出計 ３，９９３，０４０ ２，６５９，４２０ １，３３３，６２０

投資活動収支差額 △ ３，１９３，０４０ △ ２，６５９，４２０ △ ５３３，６２０

Ⅲ 財務活動収支の部
１．財務活動収入 ０ ０ ０
２．財務活動支出 ０ ０ ０

財務活動収支差額 ０ ０ ０

Ⅳ 予備費支出 ６９８，８４５ ７５６，６８５ △ ５７，８４０
当期収支差額 △ ６，７９９，４８５ △ ４，８０９，７０５ △ １，９８９，７８０

前期繰越収支差額 ６，７９９，４８５ １１，６０９，１９０ △ ４，８０９，７０５

次期繰越収支差額 ０ ６，７９９，４８５ △ ６，７９９，４８５

△は減を表す。
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平成２５年度 東京都学校歯科保健功労者表彰者

（順不同・敬称略）

＜個人・４名＞

石 井 二 郎 台東区立東浅草小学校校長

豊 永 祐 里 東京都立赤羽商業高校養護教諭

藤 井 千 春 歯科衛生士

神 作 眞理子 一般財団法人 東京都学校保健会

＜団体・２団体＞

荒川区立汐入こども園

町田市立南成瀬小学校
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平成２５年度受賞者名簿 （順不同・敬称略）

�叙 勲
北 村 晴 彦（東久留米）（旭日双光章）

由 井 孝（品 川）（旭日双光章）

�文部科学大臣表彰
丸 山 進一郎（品 川） 河 村 秀 生（世 田 谷）

�厚生労働大臣表彰
澁 谷 國 男（板 橋）

�東京都功労者表彰（都知事表彰）
難 波 昭 一（向 島） 釜 我 克 正（江 東）

武 井 秀 光（葛 飾） 北 村 一（牛 込）

野 田 純 久（世 田 谷） 髙 取 眞 史（西 多 摩）

�東京都教育委員会表彰
中 崎 俊 克（日 本 橋） 牧 野 寛（港 区 芝）

川 又 邦 夫（文 京） 江里口 彰（下 谷）

品 川 尚 一（浅 草） 寺 岡 通 博（本 所）

吉 田 三 郎（足 立） 嘉 藤 隆 昭（江 戸 川）

田 村 純 治（江 戸 川） 米 田 豊（荏 原）

荒 川 仁（大 森） 澤 辺 正 樹（ 北 ）

澤 田 章 司（西 多 摩） 吉 澤 雄 孝（西 多 摩）

原 彰 宏（東 村 山）
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平成２５年度３０年勤続表彰者 （順不同・敬称略）

氏 名 地 区 氏 名 地 区

山 田 俊 治 足 立 清 水 進 板 橋

川 本 黄 石 葛 飾 三 木 邦 正 板 橋

矢 作 稔 渋 谷 髙 田 治 西 多 摩

永 井 隆 雄 渋 谷 大 塚 秀 男 西 多 摩

山 内 幸 司 中 野 井 上 雄 温 西 多 摩

北 村 和 則 荏 原 小 島 誠 八 王 子

粟 屋 せつ子 玉 川 志 村 和 秀 八 王 子

澤 辺 正 樹 北 赤 瀬 眞 五 八 王 子

丹 野 研 荒 川 早 川 博 之 府 中

雨 宮 都 彦 荒 川 真 山 優 子 昭 島

磯 部 鋿 一 荒 川
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―役 員―

会 長 川 本 強

副 会 長 由 井 孝

〃 小 嶋 憲

専務理事 鈴 木 博

理 事 髙 野 直 久

〃 渡 邉 実

〃 橋 本 健 一

〃 末 髙 英 世

〃 長 沼 善 美

〃 髙 橋 裕 幸

〃 吉 澤 雄 孝

〃 酒 井 克 典

〃 髙 橋 文 夫

〃 中 村 卓 志

〃 長 井 博 昭

〃 東 川 輝 子

〃 澤 田 章 司

〃 牧 野 寛

監 事 難 波 昭 一

〃 荒 木 良 子

―選挙管理会委員―

豊 島 ◎寺 田 誠

本 所 ○和 泉 一 清

麹 町 愛 知 徹 也

渋 谷 飯 野 正 臣

中 野 増 喜 禮 義

蒲 田 小 林 正 幸

多 摩 後 藤 伊都子

（予 備 委 員）

江 東 青 木 満

昭 島 村 山 恒 夫

練 馬 角 田 不二彦

浅 草 久 保 和 彦

板 橋 山 口 英 也

―予算決算特別委員会―

狛 江 ◎松 浦 康 文

足 立 ○片 桐 博 陽

港 区 芝 華 岡 眞 幸

世 田 谷 神 田 隆 直

練 馬 箭 本 治

町 田 澤 正 宏

調 布 弘 中 玲 子

（予 備 委 員）

武蔵村山 土 方 靖 夫

杉 並 小 川 学

―会誌・広報委員会―

麻布赤坂 ◎関 根 正 行

麻布赤坂 ○清 水 浩 一

足 立 米 澤 聡

杉 並 吉 野 勝 久

板 橋 神 林 秀 昭

練 馬 草 柳 英 二

―学術研究委員会―

江 戸 川 ◎石 川 一 郎

荒 川 ○三 浦 みつ子

文 京 松 原 真

江 東 小 川 仲 子

目 黒 嘉 部 曉

八 王 子 泉 邦 彦

学 識 者 澁 川 義 幸

委員欄の◎は委員長 ○は副委員長

平成２５年度東京都学校歯科医会役員・各種委員会委員名簿
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平成２５年度地区参事・代議員・学術委員名簿

地 区 （参 事） （代 議 員） （予備代議員） （学術委員）
麹 町 愛知 徹也 山林 豊 田中 久仁 奥薗 卓也
神 田 船曳 光雄 今村昭二郎 甲斐 徹也 橋本 雅之
日 本 橋 中崎 俊克 中村 章生 中崎 俊克 南部 弘実
京 橋 今村純一郎 浜中 裕 今村純一郎 山田 隆久
港 区 芝 華岡 眞幸 華岡 眞幸 木村 充 斎藤 淳
麻 布 赤 坂 氏家 賢明 藤野 �男 清水 浩一 朝倉健太郎
文 京 松原 真 松原 真 土居 浩 岩波 行紀
下 谷 大村 隆司 秋山 欣也 岩間 隆洋 小野 潤
浅 草 久保 和彦 今村里千矢 小林てい子 品川 尚一
本 所 寺岡 通博 寺岡 通博 丸山 満博 吉江 保隆
向 島 三好 克則 三好 克則 高田 敬一 長澤 太郎

足 立 岡谷 進 片桐 博陽、岡谷 進
渡邊 哲

上田 豊、倉沢 洋一
仲谷 敦 平塚 武司

江 東 河口 博和 河口 博和、鈴木 雅幹
幸阪 保雄

梶山 晃、金子 雄治
一ッ子延大 齋藤 秋人

葛 飾 飯塚 務 飯塚 務、柳原 健司 嶋田 直季、古宮 秀記 古宮 秀紀

江 戸 川 長谷部方彦 阪上 泰彦、伊能 暁
長谷部方彦

川野 浩一、宮山 英之
目々澤雅子 熊谷 英一

牛 込 栗原 眞人 臼井 久雄 磯谷 亮 加藤 愛子
四 谷 松本 一彦 長谷川郁夫 松本 一彦 小島 理沙
新 宿 石川 博基 石川 博基 伊藤 智章 後藤 有里
渋 谷 松野 修次 松野 修次 伊藤 知周 齋藤 敬太
中 野 土田 和彦 横山 いづみ 藤森 理 藤巻 秀夫
杉 並 小川 学 小川 学、山崎 靖 伊藤 公英、吉野 勝久 成田 文雄
品 川 丸山進一郎 丸山進一郎 髙品 幸明 柴田 純弘
荏 原 米山 博己 井口 裕一 白田 和彦 皆川 淳
目 黒 堀内 哲 堀内 哲 飯田 良昭 川井 洋一
大 森 吉田 厚 村田 正夫、梅本 祐司 板井 文治、山崎 晃彦 中村 浩之
蒲 田 小林 正幸 中田 裕康 富樫 敏夫 小濱 哲彦
世 田 谷 吉田 慶造 長谷部俊二、神田 隆直 河瀬 勝、田中 教順 石井 孝典
玉 川 渡邊 嗣 蒔田 裕 齋藤 正之 齋藤 正之
豊 島 中山 行雄 岡野 裕之 高橋 卓哉 鈴木あい子
滝 野 川 江口 淳一 江口 淳一 （故）山野井 修 小林 力
北 百瀬 保 百瀬 保 山本 修己 難波 竜児

荒 川 三浦みつ子 小形 浩司 荻原 栄和 荻原 栄和
板 橋 早川 龍 早川 龍、神林 秀昭 鈴木 勝、児玉 一成 石井 明

練 馬 望月 兵衛 望月 兵衛、河奈 文彦
箭本 治

金田 和彦、南 誠二
金澤 正彦 金田 和彦

西 多 摩 井上 雄温 井上 雄温、小澤 庄二 吉成 勝海、鏡 一郎 波多野敬二
多 摩 北村 新 久保 雅幸 溝口 孝三 後藤伊都子

八 王 子 渡邉 実 横山 嘉宣、氷見 元治
岡部 浩子

山田 幸英、横山 邦雄
糠信 安宏 山田 幸英

町 田 澤 正宏 澤 正宏、咲間 義輝 石川 義洋、山田 潔 原田 洋好
府 中 杉田 廣己 髙木栄太郎 平山 伸 矢代 譲治
三 鷹 竹下 敦 金子 純一 竹下 敦 竹下 敦
国 分 寺 杉谷 祐 鹿島 千佳 松井 典子 李 常信
東 久 留 米 鈴木 普久 田口 耕平 宮嵜 至洋 上升 康司
立 川 富野 俊彦 富野 俊彦 竹崎 秀人 伊東祐太郎
東 村 山 小西 勇人 小西 勇人 細野 正博 細野 正博
西 東 京 田中 大平 井出 憲二 田中 大平 田中 大平
武 蔵 村 山 比留間修一 土方 靖夫 伊東 良之 伊東 良之
昭 島 村山 恒夫 松田 武彦 大谷 哲也 松尾 豊
調 布 杉本 明 弘中 玲子 澤 悦夫 佐藤 一人
清 瀬 島田 尚範 加藤 淳 倉田 琢哉 井植 温
東 大 和 竹下 晴久 竹下 晴久 今井 恒夫 大川 延也
狛 江 香田 忠正 松浦 康文 香田 忠正 塩谷 達昭
日 野 森田 髙広 高品 和哉 森田 高広 下山 学章
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例年になく寒い日がつづく３月です。その足元をせっつくように「会誌」「広報」とい
う風が吹き抜けていきます。
ベテランの委員の先生方のおかげで、込み入った編集もスムーズに進みます。
２０２０年東京オリンピック決定を機に、表紙の写真は、日本のオリンピック史に詳しい「秩
父宮記念スポーツ博物館」を選びました。 （委員長 関根正行）

昨年の流行語大賞に「おもてなし」が入り、話題となっておりましたが、今朝のラジオ
でフランスからの「おかえし」プロジェクトというのがあることを知りました。内容は、
１９６０年～７０年にかけて、フランスではカキに疫病がはやり絶滅に瀕する被害を受けたそう
で、その際に三陸のカキが持ち込まれフランスのカキの養殖業を救ったという歴史がある
そうです。このプロジェクトは東日本大震災で壊滅的な被害を受けた三陸のカキ産地の支
援をするものということです。番組のなかで支援者のフランス人がまだまだ復興は道半ば
でさらなる支援が必要だと話していました。震災から３年が過ぎましたが、日本人である
私たちも復興は道半ばということをあらためて認識しなければならないことを痛感いたし
ました。 （委員長代理 清水浩一）

今年で還暦を迎えます。中学・高校の同級生は定年を迎えて隠居ということもできます
が、後継者のいない開業医としてはそういうわけにもいきません。せめて自分のために使
う時間をもっと増やしたいと思います。昔、ミュージシャンになりたかったので、今から
目指そうかな。 （米澤 聡）

東儀秀樹さん曰く、日本の雅楽の楽器が西洋の管楽器やパイプオルガンの起源になった
という。日本に伝わった文字文化等の文化が西からのみ伝わったといわれている昨今、日
本発の音楽文化が世界に広まったと考えるだけでなにか日本を誇らしく思えるのは私だけ
でしょうか。 （神林秀昭）

日歯広報に「もっと学校歯科を知ろう」がシリーズで掲載されております。平成２６年２
月１５日号は、⑲特別支援教育における学校歯科の関わり方でした。その他、⑫６月２２日は
学校歯科医の日・⑮学校保健委員会の活性化など要約された内容です。是非一読を！
昨年７月に文科省より「子ども」の表記を漢字「子供」に統一、理由は子供と表記して
も大人の「お供」のような否定的な意味はないとのことでした。ご存知のように「歯科検
診→歯科健康診断」、「歯科校医→学校歯科医」と学校歯科で使用する用語は、学術分野で
すので常に最新の情報が不可欠のようです。 （草柳英二）

昨年末、休日診療室での歯科衛生士さんとの会話。２～３人の治療を終わりグローブを
外した時「指が腫れてかゆいなあ？ アレルギーかな？ いつもと違うグローブだし」「先
生それって、しもやけですよ！」「痒」それ以来、生姜湯を飲んだりした効果か、春めい
て来た気候のせいか、指の腫れも収まってきた。しもやけは、乳幼児や高齢者に多く気温
差１０度以上あると、毛細血管が反応できずに炎症をおこすらしい。どうやら、立派な高齢
者の仲間入りしたようだ。編集作業で、せめて頭の毛細血管のめぐりを良くしなければと
思う今日このごろ。 （吉野勝久）

あれから３年、まだまだ復興がなされておりません。心に傷をもった人々を癒し、希望
をもって生活ができるのは長い時間がかかることと思います。生まれ育った土地を離れな
ければならない人も大勢います。せめて子供たちが笑顔で生活されることを祈るばかりで
す。 （担当理事 末髙英世）

編集後記
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